
学生の確保の見通し等を記載した書類 添付資料目次 

資料 1：あはき療養費の推移 

資料 2：あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師の年次推移 

資料 3：都道府県別医療費の状況（１人当たり医療費）、療養費等の状況(療養費の支給） 

資料 4：職能団体４団体から鍼灸手技療法学科設置に関する要望書 

資料 5：18 歳人口と高等教育機関への進学率等の推移・18 歳人口の将来推計 

資料 6：18 歳人口予測（全国：東北：2023～2025 年） 

資料 7：新設組織が置かれる都道府県への入学状況 短大、私立大学、国立大学 

資料 8：既設学科等の収容定員、入学定員の充足状況 

資料 9：既設学科等の入学定員の充足状況（直近 5 年間） 

資料 10：既設学科等の学生募集のための PR 活動の過去の実績 

資料 11：私立大学学納金一覧 

資料 12：令和４年賃金構造基本統計調査の概況 都道府県別賃金 

資料 13：入学意向アンケート 高校 2 年生対象～高校郵送調査～ 

資料 14：入学意向アンケート 高校 2 年生・社会人対象 ～オープンキャンパス、高校

内ガイダンス、会場型高校ガイダンス、個別相談会来場者、資料請求者～ 

資料 15：仙台赤門短期大学鍼灸手技療法学科（仮称）の設置に関する採用意向アンケー

ト調査報告書



（注） 保険局調査課とりまとめの推計

あはき療養費の推移

○ あはき療養費については、令和元年度は、はり・きゅうが437億円、あん摩マッサージ指圧が750億円。
○ 近年伸びが鈍化傾向にあったが、令和元年度の対前年度伸び率は、はり・きゅうが＋6.2％、あん摩マッ

サージ指圧が＋2.4％。

（金額：億円）

区 分 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

国民医療費 385,850 392,117 400,610 408,071 423,644 421,381 430,710 433,949 443,895 

対前年度伸び率 3.1% 1.6% 2.2% 1.9% 3.8% -0.5% 2.2% 0.8% 2.3%

柔道整復 4,085 3,985 3,855 3,825 3,789 3,636 3,437 3,278 3,178 

対前年度伸び率 0.4% -2.5% -3.2% -0.8% -0.9% -4.0% -5.5% -4.6% -3.0%

はり・きゆう 352 358 365 380 394 407 411 411 437 

対前年度伸び率 11.7% 1.8% 1.8% 4.3% 3.6% 3.4% 1.1% -0.1% 6.2%

マッサージ 560 610 637 670 700 707 727 733 750 

対前年度伸び率 8.5% 9.0% 4.5% 5.2% 4.4% 1.0% 2.7% 0.8% 2.4%

治療用装具 396 406 405 421 425 438 443 452 455 

対前年度伸び率 2.3% 2.6% -0.4% 4.0% 1.1% 3.0% 1.2% 2.0% 0.7%

引用元：厚生労働省「あはき療養費の料金改定資料」
https://www.mhlw.go.jp/content/12601000/000900368.pdf
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３ 就業あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師・柔道整復師及び施術所 
(1) 就業あん摩マッサージ指圧師等数の年次推移

令和２年末現在の就業あん摩マッサージ指圧師（以下「あん摩マッサージ指圧師」という。）

は 118,103 人で、前回（平成 30 年）に比べ 813 人（0.7%）減少している。 

就業はり師（以下「はり師」という。）は 126,798 人で、前回に比べ 5,041 人（4.1%）増加

している。 

就業きゅう師（以下「きゅう師」という。）は 124,956 人で、前回に比べ 5,160 人（4.3%）

増加している。 

就業柔道整復師（以下「柔道整復師」という。）は 75,786 人で、前回に比べ 2,769 人（3.8%）

増加している。（表５、統計表５） 

表５ 就業あん摩マッサージ指圧師等数の年次推移 
(単位：人) 各年末現在

注：1)平成 22 年は、東日本大震災の影響により、宮城県が含まれていない。 

(2) あん摩、マッサージ及び指圧を行う施術所等数の年次推移

「あん摩、マッサージ及び指圧を行う施術所」は 18,342 か所で、前回に比べ 1,047 か所（5.4%）

減少している。 

「はり及びきゅうを行う施術所」は 32,103 か所で、前回に比べ 1,653 か所（5.4%）増加してい

る。 

「あん摩、マッサージ及び指圧、はり並びにきゅうを行う施術所」は 38,309 か所で、前回に比

べ 139 か所（0.4%）増加している。 

「その他の施術所」は 2,661 か所で、前回に比べ 18 か所（0.7%）減少している。 

「柔道整復の施術所」は 50,364 か所で、前回に比べ 287 か所（0.6%）増加している。（表６） 

表６ あん摩、マッサージ及び指圧を行う施術所等数の年次推移 
（単位：か所） 各年末現在

注：1)平成 22 年は、東日本大震災の影響により、宮城県が含まれていない。

平成22年 24年 26年 28年 30年 令和２年

(2010) ('12) ('14) ('16) ('18) ('20) 増減数 増減率（%）

あん摩マッサージ指圧師 104 663 109 309 113 215 116 280 118 916 118 103 △ 813 △ 0.7

はり師 92 421 100 881 108 537 116 007 121 757 126 798 5 041 4.1

きゅう師 90 664 99 118 106 642 114 048 119 796 124 956 5 160 4.3

柔道整復師 50 428 58 573 63 873 68 120 73 017 75 786 2 769 3.8

対平成30年
1)

平成22年 24年 26年 28年 30年 令和２年

(2010) ('12) ('14) ('16) ('18) ('20) 増減数 増減率（%）

あん摩、マッサージ及び指圧を
行う施術所

19 983 19 880 19 271 19 618 19 389 18 342 △1 047 △ 5.4

はり及びきゅうを行う施術所 21 065 23 145 25 445 28 299 30 450 32 103 1 653 5.4

あん摩、マッサージ及び指圧、
はり並びにきゅうを行う施術所

36 251 37 185 37 682 37 780 38 170 38 309  139 0.4

その他の施術所 2 693 3 103 2 862 2 739 2 679 2 661 △ 18 △ 0.7

柔道整復の施術所 37 997 42 431 45 572 48 024 50 077 50 364  287 0.6

対平成30年
1)

引用元：令和２年衛生行政報告例（就業医療関係者）の概況　
就業あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師・柔道整復師及び施術所 
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/eisei/20/dl/kekka3.pdf
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※政府統計の総合窓口（e-stat）「国民医療費 都道府県別医療費の状況」集計データより作成

計
対前年
度比

計
対前年
度比

計
対前年
度比

計
対前年
度比

計
対前年
度比

計
対前年
度比

（円） （％） （円） （％） （円） （％） （円） （％） （円） （％） （円） （％）

青 森 820,121 -0.9 825,073 0.6 822,215 -0.3 826,686 0.5 805,460 -2.6 811,423 0.7

岩 手 750,417 -1.9 762,429 1.6 763,690 0.2 771,848 1.1 754,134 -2.3 767,405 1.8

宮 城 828,510 -1.3 840,146 1.4 836,858 -0.4 847,861 1.3 824,473 -2.8 842,258 2.2

秋 田 798,288 -1.5 801,417 0.4 800,643 -0.1 812,830 1.5 801,609 -1.4 808,732 0.9

山 形 810,002 -1.8 821,905 1.5 832,184 1.3 846,389 1.7 815,536 -3.6 835,670 2.5

福 島 832,831 -1.9 841,925 1.1 835,710 -0.7 844,621 1.1 811,952 -3.9 817,047 0.6

※政府統計の総合窓口（e-stat）「後期高齢者医療事業状況報告」集計データより作成

件数 費用額 件数 費用額 件数 費用額 件数 費用額 件数 費用額 件数 費用額 件数 費用額 件数 費用額 件数 費用額 件数 費用額 件数 費用額 件数 費用額

（件） （千円） （件） （千円） （件） （千円） （件） （千円） （件） （千円） （件） （千円） （件） （千円） （件） （千円） （件） （千円） （件） （千円） （件） （千円） （件） （千円）

青森 6,338 165,540 1,465 34,672 6,598 180,614 870 17,683 7,228 206,401 780 15,354 7,611 222,322 981 17,444 7,427 222,076 1,014 18,325 6,770 211,221 1,372 25,227

岩手 10,129 284,641 4,827 116,861 10,419 291,910 5,062 131,055 10,484 295,419 5,266 134,495 10,564 295,639 5,815 141,653 9,767 278,335 6,161 150,381 9,223 275,740 6,481 162,470

宮城 27,739 849,512 4,914 78,027 28,706 904,581 5,608 91,094 28,654 914,224 6,121 105,844 30,408 969,722 7,137 125,862 24,655 773,025 7,886 136,951 23,617 746,817 8,083 137,434

秋田 12,698 367,697 1,219 19,137 12,105 355,978 1,205 15,197 11,924 366,933 1,104 15,647 10,940 331,699 1,635 30,908 10,072 316,361 2,020 37,282 9,860 319,601 2,139 39,307

山形 12,037 315,783 4,432 78,462 11,226 285,575 3,729 63,497 11,154 296,999 3,883 62,771 11,637 298,160 3,950 62,834 8,823 242,323 3,543 56,606 8,803 238,176 3,294 55,370

福島 36,025 957,089 10,839 251,948 37,877 1,005,532 11,206 263,114 35,090 955,436 11,021 241,871 37,107 993,577 12,085 250,703 32,754 871,233 12,947 269,743 32,206 876,232 14,870 317,163

都道府県別医療費の状況（１人当たり医療費）、療養費等の状況(療養費の支給）

平成28年(2020年) 令和3年(2021年)
アンマ・マッサージ ハリ・キュウ アンマ・マッサージ ハリ・キュウ アンマ・マッサージ ハリ・キュウ アンマ・マッサージ ハリ・キュウ アンマ・マッサージ ハリ・キュウ アンマ・マッサージ ハリ・キュウ

平成28年(2016年 平成29年(2017年) 平成30年(2018年) 令和元年(2019年)

　療養費等の状況(療養費の支給）

都道府県別医療費の状況（１人当たり医療費）

令和元年(2019年) 令和2年(2020年)平成30年(2018年)平成29年(2017年)平成28年(2016年) 令和3年(2021年)
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（出典）2022年以前は文部科学省「学校基本統計」、
2023年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和５年推計）（出生中位・死亡中位）」を元に作成

2022年 2035年 2040年

 我が国の18歳人口の推移を見ると、2005年には約137万人であったものが、現在は約112万人まで減少している。
 今後、2035年には初めて100万人を割って約96万人となり、さらに2040年には約82万人にまで減少するという推計もある。

１８歳人口（男女別）の将来推計

－学生確保(資料)－8－
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進学率１(大学＋短大＋高専＋専門学校）

収容力（大学＋短大）※現役のみ

現役志願率（大学＋短大）

進学率２（大学＋短大）

短大入学者数

専門学校入学者数

高校等卒業者数

18歳人口

高専４年次在学者数

大学入学者数

● 18歳人口 ＝ ３年前の中学校及び義務教育学校卒業者数並びに中等教育学校前期課程修了者数
● 進学率１ ＝ 当該年度の大学・短大・専門学校の入学者、高専４年次在学者数

 18歳人口
● 進学率２ ＝ 当該年度の大学・短大の入学者数

  18歳人口
○ 高校等卒業者数 ＝ 高等学校及び中等教育学校後期課程卒業者数
○ 現役志願率 ＝ 当該年度の高校等卒業者数のうち大学・短大へ願書を提出した者の数

    当該年度の高校等卒業者数
○ 収容力（※現役のみ） ＝ 当該年度の大学・短大進学者数（※現役のみ）

当該年度の大学・短大志願者数（※現役のみ）

出典：文部科学省「学校基本統計」。令和５～ 年については国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和５年推計）（出生中位・死亡中位）」を基に作成。
進学率、現役志願率については、小数点以下第２位を四捨五入しているため、内訳の計と合計が一致しない場合がある。

23
※

大 学:      56.6% 
短 大:   3.7% 
高専４年次:    1.0%
専門学校:     22.5%

大学: 60.3% 
短大:   3.8%

大学: 56.6%
短大:   3.7%

大学: 91.8%
短大: 98.2%

18歳人口と高等教育機関への進学率等の推移

S H R

18歳人口は、ピークであった昭和41年には、約249万人であったが、令和4年には112万人にまで減少。令和23年には約79万人になる
ことが予測されている。高等教育機関への進学率は概ね上昇を続け、令和4年には大学のみで56.6%、全体で83.8％となっている。

－
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【本件に関するお問い合わせ先】
株式会社リクルート リクルート進学総研 https://souken.shingakunet.com/
※データ等を引用される場合は出典（「リクルート進学総研」）を明記いただきますようお願いいたします。

マーケットリポート2023

18歳人口予測
大学・短期大学・専門学校進学率
地元残留率の動向
東北版 - 青森県・岩手県・宮城県・秋田県・山形県・福島県 -

Vol.108
2024年2月号

【将来予測 2023～2035年】
▶18歳人口予測 P2～P4
・2023年75,379人→2035年60,112人（15,267人減少）
・減少率が高いのは、秋田県（2023年比較28.1％減少）
・減少数が多いのは、福島県（2023年16,593人→2035年13,395人、3,198人減少）

【経過推移 2014～2023年】
▶進学者数・進学率（現役）の推移 P5～P10
進学者数
・大学は、2014年31,846人→2023年30,830人（1,016人減少）と、3.2％減少
・短期大学は、2014年4,495人→2023年3,247人（1,248人減少）と、27.8％減少
・専門学校は、2014年15,131人→2023年12,144人（2,987人減少）と、19.7％減少
進学率（現役）
・大学は、2014年38.8％→2023年45.7％（6.9ポイント上昇）
・短期大学は、2014年5.5％→2023年4.8％（0.7ポイント低下）
・専門学校は、2014年18.4％→2023年18.0％（0.4ポイント低下）

▶地元残留率の推移 P11～P13
・大学は、2014年33.6％→2023年35.3％（1.7ポイント上昇）
・短期大学は、2014年65.4％→2023年70.5％（5.1ポイント上昇）

▶東北エリア概要（全体：県別） P14～P16

■分析・データについて
① 18歳人口予測は、文部科学省「学校基本調査」より、以下の通り定義して算出した。

・ 18歳人口＝3年前の中学校卒業者及び中等教育学校前期課程修了者数と義務教育学校卒業者数

・ 中学校卒業者数＝高校生＋フリーター＋就職者 全て含む

② 表内の「年」に属する18歳とは、その年の3月に卒業を迎える高校3年生を指す。

③ 表内の「指数」とは、グラフ開始年の値を100とおいた際の値を示す。

④ 卒業者数とは、高等学校を卒業した人数（全日制・定時制＋中等教育学校後期課程）。

⑤ 進学者数とは、高等学校卒業者のうち、大学・短期大学・専門学校（※）に進学した人数。

⑥ 進学率（現役）とは、進学者数（大学・短期大学・専門学校（※））÷高等学校卒業者数（全日制・定時制＋中等教育学校後期課程）で

算出した。

⑦ 残留率とは、自県内（地元）の大学・短期大学入学者数のうち自県内（地元）の高校出身の大学・短期大学入学者数の割合（浪人含）。

⑧ 図表で利用している百分率（%）は、小数点以下第2位を四捨五入しているため、数値の和が100.0にならない場合がある。

※専門学校＝専修学校専門課程

－学生確保(資料)－10－
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2

2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年

人数 75,379 71,820 73,013 71,988 70,738 68,758 68,222 66,499 65,191 65,404 63,713 63,249 60,112

指数 100.0 95.3 96.9 95.5 93.8 91.2 90.5 88.2 86.5 86.8 84.5 83.9 79.7

人数 10,757 10,067 10,184 9,915 9,787 9,304 9,450 9,215 8,840 8,808 8,625 8,576 8,373

指数 100.0 93.6 94.7 92.2 91.0 86.5 87.8 85.7 82.2 81.9 80.2 79.7 77.8

人数 10,677 10,092 10,396 10,077 9,967 9,742 9,604 9,351 9,193 9,122 8,804 8,637 8,265

指数 100.0 94.5 97.4 94.4 93.4 91.2 90.0 87.6 86.1 85.4 82.5 80.9 77.4

人数 19,930 19,235 19,761 19,973 19,689 19,256 19,136 18,663 18,970 18,625 18,115 18,218 17,140

指数 100.0 96.5 99.2 100.2 98.8 96.6 96.0 93.6 95.2 93.5 90.9 91.4 86.0

人数 7,792 7,411 7,535 7,305 7,146 7,012 6,728 6,630 6,368 6,167 6,031 5,923 5,605

指数 100.0 95.1 96.7 93.8 91.7 90.0 86.3 85.1 81.7 79.1 77.4 76.0 71.9

人数 9,630 9,116 9,327 9,162 8,927 8,675 8,611 8,435 8,151 8,069 7,829 7,832 7,334

指数 100.0 94.7 96.9 95.1 92.7 90.1 89.4 87.6 84.6 83.8 81.3 81.3 76.2

人数 16,593 15,899 15,810 15,556 15,222 14,769 14,693 14,205 13,669 14,613 14,309 14,063 13,395

指数 100.0 95.8 95.3 93.8 91.7 89.0 88.5 85.6 82.4 88.1 86.2 84.8 80.7

人数 1,097,416 1,063,451 1,090,562 1,092,664 1,085,148 1,069,005 1,066,810 1,050,986 1,035,215 1,024,042 1,013,894 1,005,714 970,429

指数 100.0 96.9 99.4 99.6 98.9 97.4 97.2 95.8 94.3 93.3 92.4 91.6 88.4

東北

青森

岩手

宮城

秋田

山形

福島

全国

0.0

25.0

50.0

75.0

100.0

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

（指数）（18歳人口：人）
青森 岩手 宮城 秋田 山形 福島 東北全体=2023年を100とした値

現役

■2020年84,524人→2032年65,431人（18,093人減少）

■2023年75,379人→2035年60,112人（15,267人減少）

・東北エリアは15,267人・20.3%減少し、全国の減少率11.6%を8.7ポイント上回る。
・2024年に71,820人まで減少した翌年に1,193人増加するが、その後再び減少に転じ、

2032年に微増するものの、2035年までに12,901人減少する。
・減少率が高いのは、秋田県（2023年比較28.1％減少）。
・減少数が多いのは、福島県（2023年16,593人→2035年13,395人、3,198人減少）。

18歳人口予測（全体：東北：2023～2035年）

※データ元：文部科学省「学校基本調査」
－学生確保(資料)－11－



新設組織が置かれる都道府県への入学状況（短期大学）

○出身高校の所在地県別の入学者数の構成比（上位５都道府県）※直近年度

都道府県名 人　　数 構成比

1 宮城県 744人 64.0%

2 山形県 100人 8.6%

3 岩手県 87人 7.5%

4 福島県 80人 6.9%

5 青森県 63人 5.4%

全　　体 1,163人 100.0%

※「学校基本調査」の「出身高校の所在地県別入学者数」から作成すること。

○新設組織が置かれる都道府県の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 宮城県 100.40% 91.57% 93.57%

2

※２校地で教育課程を実施する場合はそれぞれの状況を記載すること。

○新設組織の学問分野（系統区分）の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 保健系学科 94.16% 90.00% 83.16%

2

※「系統区分」は日本私立学校振興・共済事業団の「今日の私学財政」の系統区分に従うこと。

※大学、学部、学部の学科、短期大学、短期大学の学科を設置する場合のみ作成（専門職大学、専門職短期大学、高等専門
学校を含む）。大学院は作成不要。

新組織所在地
（都道府県）

充足率

系統区分
充足率

－学生確保(資料)－12－
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新設組織が置かれる都道府県への入学状況（私立大学）

○出身高校の所在地県別の入学者数の構成比（上位５都道府県）※直近年度

都道府県名 人　　数 構成比

1 宮城県 4,767人 57.4%

2 福島県 778人 9.4%

3 岩手県 700人 8.4%

4 山形県 625人 7.5%

5 青森県 435人 5.2%

全　　体 8,299人 100.0%

※「学校基本調査」の「出身高校の所在地県別入学者数」から作成すること。

○新設組織が置かれる都道府県の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 宮城県 100.98% 102.01% 98.34%

2

※２校地で教育課程を実施する場合はそれぞれの状況を記載すること。

○新設組織の学問分野（系統区分）の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 保健系学科 99.97% 99.28% 96.79%

2

※「系統区分」は日本私立学校振興・共済事業団の「今日の私学財政」の系統区分に従うこと。

※大学、学部、学部の学科、短期大学、短期大学の学科を設置する場合のみ作成（専門職大学、専門職短期大学、高等専門
学校を含む）。大学院は作成不要。

新組織所在地
（都道府県）

充足率

系統区分
充足率

－学生確保(資料)－13－



新設組織が置かれる都道府県への入学状況（国立大学）

○出身高校の所在地県別の入学者数の構成比（上位５都道府県）※直近年度

都道府県名 人　　数 構成比

1 宮城県 524人 18.7%

2 青森県 155人 5.5%

3 山形県 148人 5.3%

4 福島県 146人 5.2%

5 岩手県 98人 3.5%

全　　体 2,802人 100.0%

※「学校基本調査」の「出身高校の所在地県別入学者数」から作成すること。

○新設組織が置かれる都道府県の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 宮城県 100.98% 102.01% 98.34%

2

※２校地で教育課程を実施する場合はそれぞれの状況を記載すること。

○新設組織の学問分野（系統区分）の定員充足状況

令和３年度 令和４年度 令和５年度

1 保健系学科 99.97% 99.28% 96.79%

2

※「系統区分」は日本私立学校振興・共済事業団の「今日の私学財政」の系統区分に従うこと。

※大学、学部、学部の学科、短期大学、短期大学の学科を設置する場合のみ作成（専門職大学、専門職短期大学、高等専門
学校を含む）。大学院は作成不要。

新組織所在地
（都道府県）

充足率

系統区分
充足率

－学生確保(資料)－14－



既設学科等の収容定員の充足状況

○収容定員充足率
申請者が設置する全ての大学等（大学、短期大学、高等専門学校のみ）の
既設の学部（短期大学又は高等専門学校は学科）について記載してください。

学部等名 学科名 収容定員 学生数
（令和5年5月1日現在）

収容定員充足率 備考

240人 201人 0.84
看護学科 240人 201人 0.84 2018年4月開設

※上記には、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」附則第２項及び第４項を
適用した場合の学生数及び収容定員充足率を記入してください。その場合は、備考にその内訳を記入してください。

※大学院、専攻科、別科、募集停止を行った学部等については記載不要です。

※行は適宜追加してください。

大学等名

仙台赤門短期大学

－学生確保(資料)－15－
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既設学科等の入学定員の充足状況（直近５年間）
大学学部学科等名：仙台赤門短期大学 看護学科

（大学の学科、短大の専攻課程、高専の学科ごとに作成。大学院は作成不要。）
１．各選抜方法の状況

H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均
10人 10人 15人 15人 20人 14人 

延べ人数 志願者数 14人 22人 24人 31人 9人 20人 
受験者数 14人 2人 24人 31人 9人 16人 
合格者数 12人 18人 20人 28人 8人 17人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

実 人 数 志願者数 14人 22人 24人 31人 9人 20人 
受験者数 14人 2人 24人 31人 9人 16人 
合格者数 12人 18人 20人 28人 8人 17人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

12人 18人 20人 28人 8人 17人 
30人 30人 25人 25人 30人 28人 

延べ人数 志願者数 28人 28人 34人 27人 42人 32人 
受験者数 28人 28人 34人 27人 42人 32人 
合格者数 23人 25人 32人 23人 42人 29
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 42人 8.4

実 人 数 志願者数 28人 28人 34人 27人 42人 31.8
受験者数 28人 28人 34人 27人 42人 31.8
合格者数 23人 25人 32人 23人 42人 29
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 0人 0人 0人 0人 42人 8.4

23人 25人 32人 23人 42人 29
35人 35人 35人 35人 25人 33

延べ人数 志願者数 67人 80人 90人 85人 43人 73
受験者数 62人 68人 75人 70人 38人 62.6
合格者数 54人 55人 57人 54人 34人 50.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 24人 23人 32人 33人 1人 22.6

実 人 数 志願者数 67人 80人 90人 85人 43人 73
受験者数 62人 68人 75人 70人 38人 62.6
合格者数 54人 55人 57人 54人 34人 50.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 24人 23人 32人 33人 1人 22.6

32人 32人 25人 21人 7人 23.4
5人 5人 5人 5人 5人 5

延べ人数 志願者数 21人 18人 22人 27人 12人 20
受験者数 18人 16人 18人 21人 12人 17
合格者数 17人 16人 12人 16人 12人 14.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 17人 14人 12人 13人 12人 13.6

実 人 数 志願者数 21人 18人 22人 27人 12人 20
受験者数 18人 16人 18人 21人 12人 17
合格者数 17人 16人 12人 16人 12人 14.6
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 17人 14人 12人 13人 12人 13.6

1人 2人 0人 3人 0人 1.2
0人 0人 0人 0人 0人 0

延べ人数 志願者数 6人 9人 7人 5人 5人 6.4
受験者数 6人 9人 7人 5人 5人 6.4
合格者数 6人 3人 3人 3人 4人 3.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 1人 0人 1人 1人 0人 0.6

実 人 数 志願者数 6人 9人 7人 5人 5人 6.4
受験者数 6人 9人 7人 5人 5人 6.4
合格者数 6人 3人 3人 3人 4人 3.8
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0
辞退者数 1人 0人 1人 1人 0人 0.6

5人 3人 2人 2人 4人 3.2
80人 80人 80人 80人 80人 80人 

延べ人数 志願者数 136人 157人 177人 175人 111人 151人 
受験者数 128人 123人 158人 154人 106人 134人 
合格者数 112人 117人 124人 124人 100人 115人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 42人 37人 45人 47人 55人 45人 

実 人 数 志願者数 136人 157人 177人 175人 111人 151人 
受験者数 128人 123人 158人 154人 106人 134人 
合格者数 112人 117人 124人 124人 100人 115人 
うち追加合格者数 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
辞退者数 42人 37人 45人 47人 55人 45人 

73人 80人 79人 77人 61人 74人 

３．入学定員充足率
H31年度入試 R２年度入試 R３年度入試 R４年度入試 R５年度入試 平　　均

80人 80人 80人 80人 80人 80
0.91 1.00 0.99 0.96 0.76 0.93
0.65 0.68 0.64 0.62 0.61 0.64

総
合
型
選
抜

募集人数

入学者数
学
校
推
薦
型
選
抜

募集人数

入学者数
一
般
選
抜

募集人数

入学者数
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

募集人数

入学者数

入 学 定 員
入 学 定 員 充 足 率
歩 留 率

（備考）特記事項がある場合は記載すること。

そ
の
他
の
特
別
選
抜

募集人数

入学者数
合
計

募集人数

入学者数
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既設学科等の学生募集のためのPR活動の過去の実績
①募集を行った学科等名称及び取組の名称：資料請求

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 1796人 1842人

うち受験対象者数(b) 707人 681人

うち受験者数(c) 125人 81人

うち入学者数(d) 64人 43人

（受験率 c/b） 0.18人 0.12人

（入学率 d/b） 0.09人 0.06人

②募集を行った学科等名称及び取組の名称：オープンキャンパス

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 169人 233人

うち受験対象者数(b) 113人 144人

うち受験者数(c) 27人 55人

うち入学者数(d) 22人 43人

（受験率 c/b） 0.24人 0.38人

（入学率 d/b） 0.19人 0.30人

③募集を行った学科等名称及び取組の名称：ガイダンス

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a) 216人 513人

うち受験対象者数(b) 69人 107人

うち受験者数(c) 13人 14人

うち入学者数(d) 12人 12人

（受験率 c/b） 0.19人 0.13人

（入学率 d/b） 0.17人 0.11人

④募集を行った学科等名称及び取組の名称：

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a)

うち受験対象者数(b)

うち受験者数(c)

うち入学者数(d)

（受験率 c/b） #DIV/0! #DIV/0!

（入学率 d/b） #DIV/0! #DIV/0!

⑤募集を行った学科等名称及び取組の名称：

R4年度入試 R5年度入試 取組概要と入学者数等に関する分析

参加者等総数(a)

うち受験対象者数(b)

うち受験者数(c)

うち入学者数(d)

（受験率 c/b） #DIV/0! #DIV/0!

（入学率 d/b） #DIV/0! #DIV/0!

①取組概要

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
※入学率等を用いて、本取組に関する参加者等総数の見込みから予想さ
れる入学者の人数を分析してください。

①取組概要
R4年度内訳（参加者総数）
リクルート 799人,学校ホームページ 370人,JSコーポレーション 332
人,
マイナビ 127人,進路のミカタ 105人,進学PRES 54人,電話 9人
R5年度内訳（参加者総数）
リクルート 591人,JSコーポレーション 331人,学校ホームページ 322
人,
ライセンスアカデミー 248人,マイナビ 241人,進研アド 62人,進学
PRESS 30人,
さんぽう 2人,電話2人　その他13人

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
※入学率等を用いて、本取組に関する参加者等総数の見込みから予想さ
れる入学者の人数を分析してください。
新設組織は、web広告の実施、交通広告費の増額、リクルート、マイナ
ビ等の高校生向け媒体の広告掲載費の増額、法人総務の広報営業の2名
増員により高校訪問数増加により、新設組織の資料請求者は,1300人を
目標とする。資料請求者からの入学者数目標は、既設組織の令和5年度
入試から受験対象者数、受験率、入学率の割合で計算すると、うち受験
対象者数481人、うち受験者数58人、うち入学者数29人を目標とする。

③(b)「高校3年生」と「その他(既卒者)」に該当する人数
R4年度　高校3年生　584人　その他(既卒者)　123人
R5年度　高校3年生　549人　その他(既卒者)　132人

①取組概要
R4年度入試対象（R3開催）：計3回開催（7/17,8/21,9/18）
R5年度入試対象（R4開催）：計6回開催
（5/28,6/18,7/23,8/20,9/17,3/18）

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
※入学率等を用いて、本取組に関する参加者等総数の見込みから予想さ
れる入学者の人数を分析してください。
新設組織は、web広告の実施、交通広告費の増額、リクルート、マイナ
ビ等の高校生向け媒体の広告掲載費の増額、法人総務の広報営業の2名
増員により高校訪問数増加、オープンキャンパス開催回数の増加（R7年
度入試対象、（R6年開催）：計10回開催予定3/23、5/18、6/22、7/20、
8/3，8/24，10/26、11/9、12/14、1/11）、ガイダンス参加回数の増加
により、オープンキャンパスの参加者を募集する。新設組織のオープン
キャンパスの参加者は、130人を目標とする。オープンキャンパス参加
者からの入学者数目標は、既設組織の令和5年度入試から受験対象者
数、受験率、入学率の割合で計算すると、うち受験対象者数81人、うち
受験者数31人、うち入学者数24人を目標とする。

③(b)「高校3年生」と「その他(既卒者)」に該当する人数
R4年度　高校3年生　106名　その他(既卒者)　7名
R5年度　高校3年生　139名　その他(既卒者)　5名

①取組概要
R4年度参加者総数　高校ガイダンス：76人　会場ガイダンス：140人
R5年度参加者総数　高校ガイダンス：77人　会場ガイダンス：436人

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
※入学率等を用いて、本取組に関する参加者等総数の見込みから予想さ
れる入学者の人数を分析してください。
新設組織は、jsコーポレーション、ライセンスアカデミー等の高校生向
け媒体の広告掲載費の増額、法人総務の広報営業の2名増員により高校
訪問数増加等により、ガイダンス参加回数を増やし、ガイダンスで接触
する高校生を増やす。新設組織のガイダンス参加者は、260人を目標と
する。ガイダンス参加者からの入学者数目標は、既設組織の令和5年度
入試から受験対象者数、受験率、入学率の割合で計算すると、うち受験
対象者数55人、うち受験者数7人、うち入学者数6人を目標とする。

③(b)「高校3年生」と「その他(既卒者)」に該当する人数
R4年度　高校3年生　69名　その他(既卒者)　0名
R5年度　高校3年生　107名　その他(既卒者)　0名

①取組概要

②過去の取組実績を踏まえた新設組織の入学者数の見込みに関する分析
※入学率等を用いて、本取組に関する参加者等総数の見込みから予想さ
れる入学者の人数を分析してください。
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はり師、きゅう師を養成する私立大学令和7年度入試学生納付金一覧

NO 国立・私立 都道府県 学校名 入学金 (円) 授業料 (円) 施設費 (円) 実習費 (円)
初年度学生納付

金合計 (円)

卒業までの学生

納付金計

1 私立 京都 明治国際医療大学　鍼灸学部　鍼灸学科 200,000 1,350,000 330,000 0 1,880,000 6,920,000

2 私立 大阪 関西医療大学　保健医療学部　はり灸・スポーツトレーナー学科 200,000 1,200,000 0 600,000 2,000,000 7,550,000

3 私立 東京 帝京平成大学　ヒューマンケア学部　鍼灸学科 300,000 1,000,000 680,000 0 1,980,000 7,020,000

4 私立 三重 鈴鹿医療科学大学　保健衛生学部　鍼灸サイエンス学科 200,000 1,200,000 0 0 1,400,000 6,500,000

5 私立 大阪 森ノ宮医療大学　医療技術学部　鍼灸学科 250,000 1,200,000 400,000 0 1,850,000 7,010,000

6 私立 東京 東京有明医療大学　保健医療学部　鍼灸学科 300,000 1,200,000 350,000 100,000 1,950,000 7,800,000

7 私立 静岡 常葉大学　健康プロデュース学部　健康鍼灸学科 240,000 990,000 450,000 150,000 1,830,000 6,600,000

8 私立 熊本 九州看護福祉大学　鍼灸スポーツ学科 200,000 950,000 160,000 145,000 1,455,000 5,220,000

9 私立 兵庫 宝塚医療大学　保健医療学部　鍼灸学科 300,000 950,000 400,000 300,000 1,950,000 7,050,000

10 私立 宮崎 九州医療科学大学（九州保健福祉大学）社会福祉学部　スポーツ健康福祉学科 300,000 900,000 350,000 0 1,550,000 5,300,000

11 私立 新潟 新潟医療福祉大学　リハビリテーション学部　鍼灸健康学科 350,000 1,000,000 350,000 150,000 1,850,000 6,350,000

258,182 1,085,455 315,455 131,364 1,790,455 6,665,455

NO 国立・私立 都道府県 学校名 入学金 (円) 授業料 (円) 施設費 (円) 実習費 (円)
初年度学生納付

金合計 (円)

卒業までの学生

納付金計

－ 私立 宮城 仙台赤門短期大学　鍼灸手技療法学科 250,000 1,160,000 240,000 0 1,650,000 4,450,000

私立大学平均金額
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(9) 新規学卒者の学歴別にみた賃金

新規学卒者の賃金を学歴別にみると、男女計で高校 181.2 千円、専門学校 212.6 千円、高専・

短大 202.3 千円、大学 228.5 千円、大学院 267.9 千円となっている（第９表）。 

第９表 新規学卒者の性、学歴別賃金及び対前年増減率

令和４年

対前年
増減率
（％）

対前年
増減率
（％）

対前年
増減率
（％）

対前年
増減率
（％）

対前年
増減率
（％）

男女計 181.2 0.8 212.6 2.8 202.3 1.3 228.5 1.4 267.9 5.7

男 183.4 1.0 207.0 1.5 204.1 2.2 229.7 1.3 271.9 7.0

女 177.6 0.7 216.6 3.7 201.8 1.0 227.2 1.5 256.9 2.4

大学 大学院

賃金
（千円）

賃金
（千円）

賃金
（千円）

賃金
（千円）

賃金
（千円）

性

高校 専門学校 高専・短大

(10) 都道府県別にみた賃金

都道府県別の賃金をみると、全国計（311.8 千円）よりも賃金が高かったのは５都府県（東

京都、神奈川県、愛知県、大阪府、兵庫県）となっており、最も高かったのは、東京都（375.5

千円）となっている（第７図）。 

第７図 都道府県別賃金（男女計） 
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引用元：令和４年賃金構造基本統計調査の概況　都道府県別賃金
https://www.mhlw.go.jp/toukei/itiran/roudou/chingin/kouzou/z2022/dl/13.pdf
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仙台赤門短期大学鍼灸手技療法学科（仮称）の設置に関する 

入学意向アンケート調査報告書 ① 

【 高校 2年生対象 】 

～高校郵送調査～ 

令和 6年 1月 

一般財団法人 日本開発構想研究所 
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＜アンケート調査概要＞ 

１. アンケート調査の目的 

本調査は、学校法人赤門宏志学院において令和 7 年 4 月開設予定の鍼灸手技療法学科

への入学意向を把握することを目的とする。 

 

２. 調査対象 

通学地域を考慮し、仙台赤門短期大学のキャンパスが立地する宮城県内の高等学校、さ

らに入学実績を踏まえて青森県、岩手県、山形県、福島県、秋田県、北海道、群馬県、栃

木県、茨城県の高等学校に在籍する令和 5 年度の高校 2 年生を対象にアンケートを実施

した。 

宮城県から 27 校、青森県から 4 校、岩手県から 3 校、山形県から 6 校、福島県から 5

校、秋田県 3校、合計 48校の高等学校からアンケートを回収した。（ 回収表は P5～8 ） 

 

３. 調査実施時期 

令和 5年 11月～12月 

 

４. 調査方法 

事前に、学校法人赤門宏志学院が各高等学校の進路指導部等に対し、アンケート調査協

力の可否について確認した。そのうち、承諾が得られた高等学校へ一般財団法人日本開発

構想研究所が郵送によりアンケート調査票の配布・回収を行い、集計・分析作業にあたっ

た。 

 

５. 回収状況 

アンケート回収高校数：48校 

アンケート回収枚数：6,030枚 
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＜アンケート調査結果要旨＞ 

【 問１：重複回答の確認 】 

 今回のアンケート調査は、高校への郵送調査と並行して、オープンキャンパスや高校内ガ

イダンス、個別相談会の来場者及び資料請求者に対し、同じ調査票を使用して実施したこと

から、重複回答者を除外する必要がある。 

回答者のうち、「同じアンケートに回答したことはない」が 5,737人（95.1％）、「同じ

アンケートに回答したことがある」が 253人（4.2％）、「不明」が 40人（0.7％）の構成

であった。 

 

（問 2以降は、問 1で「1 同じアンケートに回答したことはない」の回答者（5,737人）に対する 

設問である。 

【 問 2：現住所（都道府県）】 

 回答者の現住所について、3,196人（55.7％）が「宮城県」に居住し、以下、「山形県」が

769 人（13.4％）、「福島県」が 618 人（10.8％）、「青森県」が 484 人（8.4％）、「群馬県」

が 423人（7.4％）であった。 

 

【 問 3：現在学年 】 

 回答者の学年については、「高校二年生」が 5,596人（97.5％）と最も多く、次いで「高

校一年生」が 132人（2.3％）、「高校三年生」が 5人（0.1％）、「高校は卒業している（社

会人）」が 3人（0.1％）の順に続いている。 

 

（問 4以降は、問 3で「2 高校二年生」の回答者（5,596人）に対する設問である。 

【 問 4：進路志望 】 

 回答者の進路先については、「私立大学に進学」が 2,444人（43.7％）と最も多く、次い

で「専門学校に進学」が 2,249人（40.2％）、「就職」が 1,545人（27.6％）、「国公立大

学に進学」が 1,207人（21.6％）、「私立短期大学に進学」が 582人（10.4％）の順に続い

ている。 
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【 問 5：興味のある学問系統 】 

 回答者の興味のある学問系統について、鍼灸手技療法学科が該当する「保健衛生学（鍼灸、

あんまマッサージ指圧、理学療法、作業療法など）」は、727人（13.0％）であった。 

 

【 問 6：受験希望 】 

鍼灸手技療法学科」への受験意向を尋ねたところ、「第三志望以降として受験する」が 72

人（1.3％）、「第二志望として受験する」が 24人（0.4％）、「第一志望として受験する」が

23人（0.4％）の結果であった。 

 

（問 7は、問 6で「1 第一志望として受験する」、「2 第二志望として受験する」、「3 第三志望以降として受

験する」のいずれかの回答者（119人）に対する設問。 

【 問７：合格した際の入学希望 】 

 「入学を希望する」が 24人（20.2％）、「志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に

入学を希望する」が 72人（60.5％）、「入学を希望しない」が 22人（18.5％）の結果であっ

た。 
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〇 クロス集計表 

 今回のアンケート調査では、学生の確保の見通しの審査の厳格化に伴い、慎重な分析が求

められるところ、問 4（進路志望）において、本学の設置形態である「1 私立短期大学」を

選択した回答者に限定し、さらに問 5（興味のある学問系統）において、鍼灸手技療法学科

の学問分野である「1 保健衛生学（鍼灸、あんまマッサージ指圧、理学療法、作業療法な

ど）」を選択した回答者に限定したうえで、問 6（受験希望）と問 7（入学希望）のクロス集

計を行った。 

 上記の条件を満たす入学希望者は、16名となり、以下の内訳となった。 

 

（ 問 4 進路志望×問 5 興味のある学問系統×問 6 受験希望×問 7 合格した際の入学希望 ） 

上段:人 

下段:％ 

1 

第一志望として

受験する 

2 

第二志望として

受験する 

3 

第三志望以降と

して受験する 

合計 

1 入学を希望する 

1 4 - 5 

20.0 80.0 - 100.0 

2 志望順位が上位の他の志望校が

不合格の場合に入学を希望する 

1 3 7 11 

9.1 27.3 63.6 100.0 

3 入学を希望しない 

- - 2 2 

- - 100.0 100.0 

不明 

- - 1 1 

- - 100.0 100.0 

全体 
2 7 10 19 

10.5 36.8 52.6 100.0 

 

 

－学生確保(資料)－27－



5 

  

 

 

 

 

 

 

＜アンケート回収表＞ 
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鍼灸手技療法学科の設置に関するアンケート 回収表 

都道 

府県 

高校 

№ 
学校名 ナンバリング 回収数 回収日 

宮城県 1 尚絅学院高等学校 5,115 5,141 27 12.04 

宮城県 2 東北高等学校小松島キャンパス 905 1,002 98 11.13 

宮城県 3 東北高等学校泉キャンパス 3,949 4,085 137 11.21 

宮城県 4 宮城県泉松陵高等学校 4,751 4,870 120 11.24 

宮城県 5 宮城県利府高等学校 4,086 4,307 222 11.22 

宮城県 6 聖和学園高等学校薬師堂キャンパス 3,120 3,345 226 11.17 

宮城県 7 仙台育英学園高等学校 多賀城校舎 3,005 3,119 115 11.17 

宮城県 8 宮城県宮城広瀬高等学校 739 904 166 11.13 

宮城県 9 仙台市立仙台商業高等学校 2,727 3,004 278 11.17 

宮城県 10 
宮城県塩釜高等学校西キャンパス 

（東キャンパス合同） 
1,589 1,815 227 11.16 

宮城県 11 仙台城南高等学校 2,661 2,726 66 11.17 

宮城県 12 常盤木学園高等学校 294 342 49 11.10 

宮城県 14 宮城県柴田高等学校 5,860 5,940 81 12.18 

宮城県 15 宮城県気仙沼高等学校 38 199 162 11.06 

宮城県 16 宮城県古川黎明高等学校 5,142 5,338 197 12.07 

宮城県 17 石巻市立桜坂高等学校 4,643 4,750 108 11.24 

宮城県 18 宮城県角田高等学校 2,559 2,660 102 11.17 

宮城県 19 大崎中央高等学校 5,976 6,030 55 12.27 

宮城県 20 宮城県古川工業高等学校 5,557 5,596 40 12.11 

宮城県 21 宮城県石巻西高等学校 5,941 5,975 35 12.21 

宮城県 22 宮城県名取高等学校 5,370 5,556 187 12.11 

宮城県 23 宮城県仙台西高等学校 2,348 2,558 211 11.17 

宮城県 25 宮城県築館高等学校 1,272 1,403 132 11.15 

宮城県 27 宮城県登米高等学校 1,117 1,146 30 11.14 

宮城県 29 古川学園高等学校 1,147 1,271 125 11.14 
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都道 

府県 

高校 

№ 
学校名 ナンバリング 回収数 回収日 

宮城県 30 宮城県大河原商業高等学校 1,404 1,487 84 11.15 

宮城県 32 東陵高等学校 343 447 105 11.10 

山形県 33 日本大学山形高等学校 200 293 94 11.09 

山形県 34 山形県立鶴岡北高等学校 1 37 37 11.02 

山形県 37 山形城北高等学校 1,816 2,127 312 11.16 

山形県 38 米沢中央高等学校 5,597 5,733 137 12.11 

山形県 39 和順館高等学校 2,128 2,163 36 11.16 

山形県 40 山形県立上山明新館高等学校 4,308 4,493 186 11.22 

秋田県 42 秋田県立由利高等学校 4,871 4,984 114 11.24 

秋田県 44 秋田県立雄物川高等学校 5,339 5,369 31 12.07 

秋田県 45 秋田県立大館桂桜高等学校 5,734 5,765 32 12.11 

福島県 47 福島県立須賀川高等学校 448 613 166 11.10 

福島県 48 学校法人石川高等学校 1,003 1,116 114 11.10 

福島県 49 桜の聖母学院高等学校 5,766 5,859 94 12.11 

福島県 50 福島県立相馬高等学校 4,494 4,642 149 11.22 

福島県 51 福島県立安達高等学校 614 738 125 11.13 

岩手県 53 水沢第一高等学校 4,985 5,114 130 12.04 

岩手県 54 一関修紅高等学校 3,638 3,751 114 11.20 

岩手県 55 花巻東高等学校 3,752 3,948 197 11.20 

青森県 57 青森山田高等学校 3,463 3,637 175 11.20 

青森県 58 青森県立三本木農業恵拓高等学校 2,164 2,347 184 11.16 

青森県 59 五所川原第一高等学校 1,488 1,588 101 11.15 

青森県 60 東奥学園高等学校 3,346 3,462 117 11.20 

        計 6,030 48 校 

  

－学生確保(資料)－30－
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回収状況 

高校所在地 回収校数 回収票数 

宮城県 27校 3,385票 

山形県 6校 802票 

福島県 5校 648票 

青森県 4校 577票 

岩手県 3校 441票 

秋田県 3校 177票 

計 48校 6,030票 

 

  

－学生確保(資料)－31－
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＜アンケート集計結果＞ 

 

 

  

－学生確保(資料)－32－
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鍼灸手技療法学科（仮称）の設置に関するアンケート調査結果 単純集計 

〔有効回答票：6,030票〕 
※ 「 ％ 」 は い ず れ も 小 数 点 第 二 位 を 四 捨 五 入 

 

問１ あなたは 2023 年の 10 月以降に、今回と同じ内容の仙台赤門短期大学「鍼灸手技療

法学科」に関するアンケート調査に回答したことがありますか。次の中から１つだけ選ん

でください。 

 今回のアンケート調査は、高校への郵送調査と並行して、オープンキャンパスや高校内ガ

イダンス、個別相談会の来場者及び資料請求者に対し、同じ調査票を使用して実施したこと

から、重複回答者を除外する必要がある。 

回答者のうち、「同じアンケートに回答したことはない」が 5,737人（95.1％）、「同じ

アンケートに回答したことがある」が 253人（4.2％）、「不明」が 40人（0.7％）の構成

であった。 

 

№ カテゴリ 件数 % 

1 同じアンケートに回答したことはない 5,737 95.1 

2 同じアンケートに回答したことがある 253 4.2 
 

不明 40 0.7 
 

N （％ﾍﾞｰｽ） 6,030 100 

 

 

  

95.1

4.2

0.7

同じアンケートに回答したことはない(n=5737)

同じアンケートに回答したことがある(n=253)

不明(n=40)

問１ 重複回答の確認

N = 6,030

－学生確保(資料)－33－
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（問 2以降は、問 1で「1 同じアンケートに回答したことはない」の回答者（5,737人）に対する 

設問である。 

 

 

問２ あなたがお住まいの都道府県についておたずねします。次の中から１つだけ選んで

ください。 

 回答者の現住所について、3,196人（55.7％）が「宮城県」に居住し、以下、「山形県」が

769 人（13.4％）、「福島県」が 618 人（10.8％）、「青森県」が 484 人（8.4％）、「群馬県」

が 423人（7.4％）であった。 

 

№ カテゴリ 件数 % 

1 宮城県 3,196 55.7 

2 青森県 484 8.4 

3 岩手県 423 7.4 

4 山形県 769 13.4 

5 福島県 618 10.8 

6 秋田県 176 3.1 

7 北海道 2 0.0 

8 群馬県 2 0.0 

9 栃木県 4 0.1 

10 茨城県 3 0.1 

11 その他 47 0.8 

 不明 13 0.2 

  N （％ﾍﾞｰｽ） 5,737 100 

 

 

 

 

 

 

 

－学生確保(資料)－34－
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55.7

8.4

7.4

13.4

10.8

3.1

0.8

0.2

宮城県(n=3196)

青森県(n=484)

岩手県(n=423)

山形県(n=769)

福島県(n=618)

秋田県(n=176)

北海道(n=2)

群馬県(n=2)

栃木県(n=4)

茨城県(n=3)

その他(n=47)

不明(n=13)

問２ お住まいの都道府県

N = 5,737

－学生確保(資料)－35－
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問３ あなたの現在の学年についておたずねします。次の中から１つだけ選んでください。 

 回答者の学年については、「高校二年生」が 5,596人（97.5％）と最も多く、次いで「高

校一年生」が 132人（2.3％）、「高校三年生」が 5人（0.1％）、「高校は卒業している（社会

人）」が 3人（0.1％）の順に続いている。 

 

№ カテゴリ 件数 % 

1 高校一年生 132 2.3 

2 高校二年生 5,596 97.5 

3 高校三年生 5 0.1 

4 高校は卒業している（社会人） 3 0.1 

  不明 1 0.0 

  N （％ﾍﾞｰｽ） 5,737 100 

 

 

  

2.3

97.5

高校一年生(n=132)

高校二年生(n=5596)

高校三年生(n=5)

高校は卒業している（社会人）(n=3)

不明(n=1)

問３ 現在の学年

N = 5,737

－学生確保(資料)－36－
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（問 4以降は、問 3で「2 高校二年生」の回答者（5,596人）に対する設問である。 

 

問４ あなたの進路についておたずねします。あなたは高校卒業後、どのような進路を考えて

いますか。また、社会人の方はキャリアアップとしてどのような進学を考えていますか。 

次の中から現在希望している進路すべてを選んでください。（いくつでも選択可） 

 

 回答者の進路先については、「私立大学に進学」が 2,444人（43.7％）と最も多く、次い

で「専門学校に進学」が 2,249人（40.2％）、「就職」が 1,545人（27.6％）、「国公立大学に

進学」が 1,207 人（21.6％）、「私立短期大学に進学」が 582 人（10.4％）の順に続いてい

る。 

 

№ カテゴリ 件数 % 

1 私立短期大学に進学 582 10.4 

2 私立大学に進学 2,444 43.7 

3 国公立大学に進学 1,207 21.6 

4 公立短期大学に進学 325 5.8 

5 専門学校に進学 2,249 40.2 

6 就職 1,545 27.6 

7 その他 197 3.5 

  不明 33 0.6 

  N （％ﾍﾞｰｽ） 5,596 100 

※複数回答により合計は 100％にならない 

 

10.4

43.7

21.6

5.8

40.2

27.6

3.5

0.6

私立短期大学に進学(n=582)

私立大学に進学(n=2444)

国公立大学に進学(n=1207)

公立短期大学に進学(n=325)

専門学校に進学(n=2249)

就職(n=1545)

その他(n=197)

不明(n=33)

問４ 高校卒業後の進路（社会人はキャリアアップとしての進学）（複数回答）

N = 5,596

－学生確保(資料)－37－
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問５ あなたはどのような学問に興味がありますか。 

次の中から興味のある学問系統をすべて選んでください。（いくつでも選択可） 

 

 回答者の興味のある学問系統について、鍼灸手技療法学科が該当する「保健衛生学（鍼灸、

あんまマッサージ指圧、理学療法、作業療法など）」は、727人（13.0％）であった。 

№ カテゴリ 件数 % 

1 保健衛生学（鍼灸、あんまマッサージ指圧、理学療法、作業療法など） 727 13.0 

2 看護学・助産学 703 12.6 

3 医学・歯学・薬学 492 8.8 

4 情報科学（データサイエンス、情報学、コンピュータ、プログラミングなど） 592 10.6 

5 工学（コンピュータ工学、機械工学、電気電子工学、建築学など） 629 11.2 

6 理学（数学、物理学、化学、生物学など） 366 6.5 

7 人文科学（文学、史学、哲学、心理学、外国語など） 874 15.6 

8 教員養成系・教育学（教育学、保育士、学校教員養成など） 880 15.7 

9 社会科学（経済学、経営学、社会学、法学、政治学など） 1,028 18.4 

10 家政学（生活科学、食物学、住居学、被服学など） 420 7.5 

11 農・水産学（農学、水産学、林学、酪農・畜産学など） 295 5.3 

12 芸術学（音楽、美術、芸術など） 799 14.3 

13 体育学（スポーツ、健康科学など） 1,027 18.4 

14 その他 951 17.0 
 

不明 53 0.9 
 

N （％ﾍﾞｰｽ） 5,596 100 

※複数回答により合計は 100％にならない 

－学生確保(資料)－38－
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13.0

12.6

8.8

10.6

11.2

6.5

15.6

15.7

18.4

7.5

5.3

14.3

18.4

17.0

0.9

保健衛生学（鍼灸、あんまマッサージ指圧、理学療法、作業

療法など）(n=727)

看護学・助産学(n=703)

医学・歯学・薬学(n=492)

情報科学（データサイエンス、情報学、コンピュータ、プロ

グラミングなど）(n=592)

工学（コンピュータ工学、機械工学、電気電子工学、建築学

など）(n=629)

理学（数学、物理学、化学、生物学など）(n=366)

人文科学（文学、史学、哲学、心理学、外国語など）

(n=874)

教員養成系・教育学（教育学、保育士、学校教員養成など）

(n=880)

社会科学（経済学、経営学、社会学、法学、政治学など）

(n=1028)

家政学（生活科学、食物学、住居学、被服学など）(n=420)

農・水産学（農学、水産学、林学、酪農・畜産学など）

(n=295)

芸術学（音楽、美術、芸術など）(n=799)

体育学（スポーツ、健康科学など）(n=1027)

その他(n=951)

不明(n=53)

問５ 興味のある学問系統（複数回答）

N = 5,596

－学生確保(資料)－39－
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問６ あなたは仙台赤門短期大学「鍼灸手技療法学科」への受験を希望しますか。 

次の中から１つだけ選んでください。 

「鍼灸手技療法学科」への受験意向を尋ねたところ、「第三志望以降として受験する」が

72人（1.3％）、「第二志望として受験する」が24人（0.4％）、「第一志望として受験する」

が23人（0.4％）の結果であった。 

 

№ カテゴリ 件数 % 

1 第一志望として受験する 23 0.4 

2 第二志望として受験する 24 0.4 

3 第三志望以降として受験する 72 1.3 

4 受験を希望しない 5,411 96.7 
 

不明 66 1.2 
 

N （％ﾍﾞｰｽ） 5,596 100 

 

 

  

0.4

0.4

1.3

96.7

1.2

第一志望として受験する(n=23)

第二志望として受験する(n=24)

第三志望以降として受験する(n=72)

受験を希望しない(n=5411)

不明(n=66)

問６ 仙台赤門短期大学「鍼灸手技療法学科」への受験

N = 5,596

－学生確保(資料)－40－
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（問 7は、問 6で「1 第一志望として受験する」、「2 第二志望として受験する」、「3 第三志望以降として受

験する」のいずれかの回答者（119人）に対する設問。 

 

問７ あなたは仙台赤門短期大学「鍼灸手技療法学科」に受験して合格した場合、入学を希望し

ますか。次の中から１つだけ選んでください。 

 

 「入学を希望する」が 24人（20.2％）、「志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に

入学を希望する」が 72人（60.5％）、「入学を希望しない」が 22人（18.5％）の結果であっ

た。 

 

№ カテゴリ 件数 % 

1 入学を希望する 24 20.2 

2 志望順位が上位の他の志望校が不合格

の場合に入学を希望する 
72 60.5 

3 入学を希望しない 22 18.5 
 

不明 1 0.8 
 

N （％ﾍﾞｰｽ） 119 100 

 

 

 

 

20.2

60.5

18.5

0.8

入学を希望する(n=24)

志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に

入学を希望する(n=72)

入学を希望しない(n=22)

不明(n=1)

問７ 仙台赤門短期大学「鍼灸手技療法学科」合格の際の入学

N = 119

－学生確保(資料)－41－
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〇 クロス集計表 

 今回のアンケート調査では、学生の確保の見通しの審査の厳格化に伴い、慎重な分析が求められる

ところ、問 4（進路志望）において、本学の設置形態である「1 私立短期大学」を選択した回答者に

限定し、さらに問 5（興味のある学問系統）において、鍼灸手技療法学科の学問分野である「1 保健

衛生学（鍼灸、あんまマッサージ指圧、理学療法、作業療法など）」を選択した回答者に限定したう

えで、問 6（受験希望）と問 7（入学希望）のクロス集計を行った。 

 クロス集計の結果、条件を満たす入学希望者は、16名となり、以下の内訳となった。 

 

（ 問 4 進路志望×問 5 興味のある学問系統×問 6 受験希望×問 7 合格した際の入学希望 ） 

上段:人 

下段:％ 

1 

第一志望として

受験する 

2 

第二志望として

受験する 

3 

第三志望以降と

して受験する 

合計 

1 入学を希望する 
1 4 - 5 

20.0 80.0 - 100.0 

2 志望順位が上位の他の志望校が

不合格の場合に入学を希望する 

1 3 7 11 

9.1 27.3 63.6 100.0 

3 入学を希望しない 
- - 2 2 

- - 100.0 100.0 

不明 
- - 1 1 

- - 100.0 100.0 

全体 
2 7 10 19 

10.5 36.8 52.6 100.0 

 

 

  

－学生確保(資料)－42－



 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜アンケート調査票・リーフレット＞ 
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仙台赤門短期大学鍼灸手技療法学科（仮称）の設置に関する 

入学意向アンケート調査報告書 ② 

【 高校 2年生・社会人対象 】 

～オープンキャンパス、高校内ガイダンス、会場型高校ガイダンス 

個別相談会来場者、資料請求者～ 

令和 6年 3月 

一般財団法人 日本開発構想研究所 

－学生確保(資料)－48－
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＜アンケート調査概要＞ 

１. アンケート調査の目的 

本調査は、学校法人赤門宏志学院において令和 7 年 4 月開設予定の鍼灸手技療法学科

への入学意向を把握することを目的とする。また、本調査では、入学意識が高いと思われ

るイベントへの参加者・資料請求者に対し調査を実施し、信頼性の高い情報を獲得するこ

とを目的とする。 

 

２. 調査対象 

オープンキャンパス、高校内ガイダンス、会場型高校ガイダンス、個別相談会来場者の来

場者を対象に調査を行った。 

さらに、令和 4 年 4 月以降において、新設の鍼灸手技療法学科の前身となる仙台赤門医

療専門学校の資料請求者（社会人 267名、高校 2年生 655名 合計 922名）に対し、個別に

調査票を送付し、返送のあった調査票を調査対象とした。 

 

３. 調査実施時期 

令和 5年 11月～令和 6年 2月 

 

４. 調査方法 

学校法人赤門宏志学院が調査票を回収したのち、結果の中立性・公平性を確保するため、

一般財団法人日本開発構想研究所が集計・分析作業にあたった。 

 

５. 回収状況 

アンケート回収枚数：108枚 

 

 

  

－学生確保(資料)－50－
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＜アンケート調査結果要旨＞ 

【 問１：重複回答の確認 】 

 今回のアンケート調査は、高校への郵送調査と並行して、オープンキャンパスや高校内

ガイダンス、個別相談会の来場者及び資料請求者に対し、同じ調査票を使用して実施したこ

とから、重複回答者を除外する必要がある。 

回答者のうち、「同じアンケートに回答したことはない」が 103人（95.4％）、「同じア

ンケートに回答したことがある」が 4人（3.7％）、「不明」が 1人（0.9％）の構成であっ

た。 

 

（問 2 以降は、問 1 で「1 同じアンケートに回答したことはない」の回答者（103 人）に対する設問である。 

【 問 2：現住所（都道府県）】 

 回答者の現住所について、62人（60.2％）が「宮城県」に居住し、以下、「福島県」が 13

人（12.6％）、「山形県」が 10人（9.7％）、「秋田県」が 8人（7.8％）であった。 

 

【 問 3：現在学年 】 

 回答者の学年については、「高校二年生」が 65人（63.1％）と最も多く、次いで「高校は

卒業している（社会人）」が 35人（34.0％）、「高校三年生」が 2人（1.9％）、「高校一年生」

が 1人（1.0％）、の順に続いている。 

 

問 4 以降は、問 3 で「2 高校二年生」「4 高校は卒業している（社会人）」のいずれかの回答者（100 人）に

対する設問である。 

【 問 4：進路志望 】 

 回答者の進路先については、「専門学校に進学」が 56人（56.0％）と最も多く、次いで「私

立短期に進学」が 48人（48.0％）、「私立大学に進学」が 26人（26.0％）、「就職」が 24人

（24.0％）、「国公立大学に進学」が 13人（13.0％）、「公立短期大学に進学」が 4人（4.0％）

の順に続いている。 

 

 

－学生確保(資料)－51－
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【 問 5：興味のある学問系統 】 

 回答者の興味のある学問系統について、鍼灸手技療法学科が該当する「保健衛生学（鍼灸、

あんまマッサージ指圧、理学療法、作業療法など）」は、75人（75.0％）であった。 

 

【 問 6：受験希望 】 

鍼灸手技療法学科への受験意向を尋ねたところ、「第一志望として受験する」が 35人

（35.0％）、「第二志望として受験する」が 12人（12.0％）、「第三志望以降として受験す

る」が 14人（14.0％）の結果であった。 

 

（問 7 は、問 6 で「1 第一志望として受験する」、「2 第二志望として受験する」、「3 第三志望以降として受

験する」のいずれかの回答者（61 人）に対する設問。 

【 問７：合格した際の入学希望 】 

 「入学を希望する」が 38人（62.3％）、「志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に

入学を希望する」が 23人（37.7％）の結果であった。 

 

  

－学生確保(資料)－52－
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〇 クロス集計表 

 今回のアンケート調査では、学生の確保の見通しの審査の厳格化に伴い、慎重な分析が求

められるところ、問 4（進路志望）において、本学の設置形態である「1 私立短期大学」を

選択した回答者に限定し、さらに問 5（興味のある学問系統）において、鍼灸手技療法学科

の学問分野である「1 保健衛生学（鍼灸、あんまマッサージ指圧、理学療法、作業療法な

ど）」を選択した回答者に限定したうえで、問 6（受験希望）と問 7（入学希望）のクロス集

計を行った。 

 クロス集計の結果、条件を満たす入学希望者は、42名となり、以下の内訳となった。 

 

（ 問 4 進路志望×問 5 興味のある学問系統×問 6 受験希望×問 7 合格した際の入学希望 ） 

上段:人 

下段:％ 

1 

第一志望として

受験する 

2 

第二志望として

受験する 

3 

第三志望以降と

して受験する 

合計 

1 入学を希望する 

26 2 2 30 

86.7 6.7 6.7 100.0 

2 志望順位が上位の他の志望校が

不合格の場合に入学を希望する 

- 7 5 12 

- 58.3 41.7 100.0 

3 入学を希望しない 

- - - - 

- - - - 

全体 
26 9 7 42 

61.9 21.4 16.7 100.0 
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 入学希望者 42名の中には、高校 2年生と社会人の回答が含まれる。社会人の動向を把握すべ

く、問 3で「社会人」を選択した回答者に限定して結果を抽出したところ、17 名となり以下の

内訳となった。17 名のうち、16 名が問 6 で「1 第一志望として受験する」を選択し、問 7 で

「1 入学を希望する」の回答結果であった。 

上段:人 

下段:％ 

1 

第一志望として

受験する 

2 

第二志望として

受験する 

3 

第三志望以降と

して受験する 

合計 

1 入学を希望する 

16 - - 16 

100.0 - - 100.0 

2 志望順位が上位の他の志望校が

不合格の場合に入学を希望する 

- 1 - 1 

- 100.0 - 100.0 

3 入学を希望しない 

- - - - 

- - - - 

全体 
16 1 - 17 

94.1 5.9 - 100.0 
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＜アンケート集計結果＞ 
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鍼灸手技療法学科（仮称）の設置に関するアンケート調査結果 単純集計 

〔有効回答票：108票〕 
※ 「 ％ 」 は い ず れ も 小 数 点 第 二 位 を 四 捨 五 入 

 

問１ あなたは 2023 年の 10 月以降に、今回と同じ内容の仙台赤門短期大学「鍼灸手技療

法学科」に関するアンケート調査に回答したことがありますか。次の中から１つだけ選ん

でください。 

 今回のアンケート調査は、高校への郵送調査と並行して、オープンキャンパスや高校内

ガイダンス、個別相談会の来場者及び資料請求者に対し、同じ調査票を使用して実施したこ

とから、重複回答者を除外する必要がある。 

回答者のうち、「同じアンケートに回答したことはない」が 103人（95.4％）、「同じアン

ケートに回答したことがある」が 4人（3.7％）、「不明」が 1人（0.9％）の構成であった。 

 

№ カテゴリ 件数 % 

1 同じアンケートに回答したことはない 103 95.4 

2 同じアンケートに回答したことがある 4 3.7 
 

不明 1 0.9 
 

N （％ﾍﾞｰｽ） 108 100 

 

 

  

95.4

3.7

0.9

同じアンケートに回答したことはない(n=103)

同じアンケートに回答したことがある(n=4)

不明(n=1)

問１ 同アンケートへの回答

N = 108

－学生確保(資料)－57－
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（問 2 以降は、問 1 で「1 同じアンケートに回答したことはない」の回答者（103 人）に対する 

設問である。 

 

 

問２ あなたがお住まいの都道府県についておたずねします。次の中から１つだけ選んで

ください。 

 回答者の現住所について、62人（60.2％）が「宮城県」に居住し、以下、「福島県」が 13

人（12.6％）、「山形県」が 10人（9.7％）、「秋田県」が 8人（7.8％）であった。 

 

№ カテゴリ 件数 % 

1 宮城県 62 60.2 

2 青森県 1 1.0 

3 岩手県 3 2.9 

4 山形県 10 9.7 

5 福島県 13 12.6 

6 秋田県 8 7.8 

7 北海道 1 1.0 

8 群馬県 0 0.0 

9 栃木県 1 1.0 

10 茨城県 0 0.0 

11 その他 4 3.9 

 不明 0 0.0 

  N （％ﾍﾞｰｽ） 103 100 

 

 

 

 

 

 

 

 

－学生確保(資料)－58－
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60.2

1.0

2.9

9.7

12.6

7.8

1.0

1.0

3.9

宮城県(n=62)

青森県(n=1)

岩手県(n=3)

山形県(n=10)

福島県(n=13)

秋田県(n=8)

北海道(n=1)

群馬県(n=0)

栃木県(n=1)

茨城県(n=0)

その他(n=4)

不明(n=0)

問２ お住まいの都道府県

N = 103

－学生確保(資料)－59－
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問３ あなたの現在の学年についておたずねします。次の中から１つだけ選んでください。 

 回答者の学年については、「高校二年生」が 65人（63.1％）と最も多く、次いで「高校は

卒業している（社会人）」が 35人（34.0％）、「高校三年生」が 2人（1.9％）、「高校一年生」

が 1人（1.0％）、の順に続いている。 

 

№ カテゴリ 件数 % 

1 高校一年生 1 1.0 

2 高校二年生 65 63.1 

3 高校三年生 2 1.9 

4 高校は卒業している（社会人） 35 34.0 

  不明 0 0.0 

  N （％ﾍﾞｰｽ） 103 100 

 

 

  

1.0

63.1

1.9

34.0

高校一年生(n=1)

高校二年生(n=65)

高校三年生(n=2)

高校は卒業している（社会人）(n=35)

不明(n=0)

問３ 現在の学年

N = 103

－学生確保(資料)－60－
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問 4 以降は、問 3 で「2 高校二年生」「4 高校は卒業している（社会人）」のいずれかの回答者（100 人）に

対する設問である。 

 

問４ あなたの進路についておたずねします。あなたは高校卒業後、どのような進路を考えて

いますか。また、社会人の方はキャリアアップとしてどのような進学を考えていますか。 

次の中から現在希望している進路すべてを選んでください。（いくつでも選択可） 

 

 回答者の進路先については、「専門学校に進学」が 56人（56.0％）と最も多く、次いで「私

立短期に進学」が 48人（48.0％）、「私立大学に進学」が 26人（26.0％）、「就職」が 24人

（24.0％）、「国公立大学に進学」が 13人（13.0％）、「公立短期大学に進学」が 4人（4.0％）

の順に続いている。 

№ カテゴリ 件数 % 

1 私立短期大学に進学 48 48.0 

2 私立大学に進学 26 26.0 

3 国公立大学に進学 13 13.0 

4 公立短期大学に進学 4 4.0 

5 専門学校に進学 56 56.0 

6 就職 24 24.0 

7 その他 7 7.0 

  不明 1 1.0 

  N （％ﾍﾞｰｽ） 100 100 

※複数回答により合計は 100％にならない 

 

  

48.0

26.0

13.0

4.0

56.0

24.0

7.0

1.0

私立短期大学に進学(n=48)

私立大学に進学(n=26)

国公立大学に進学(n=13)

公立短期大学に進学(n=4)

専門学校に進学(n=56)

就職(n=24)

その他(n=7)

不明(n=1)

問４ 高校卒業後の進路（社会人はキャリアアップとしての進学）（複数回答）

N = 100

－学生確保(資料)－61－
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問５ あなたはどのような学問に興味がありますか。 

次の中から興味のある学問系統をすべて選んでください。（いくつでも選択可） 

 

回答者の興味のある学問系統について、鍼灸手技療法学科が該当する「保健衛生学（鍼灸、

あんまマッサージ指圧、理学療法、作業療法など）」は、75人（75.0％）であった。 

№ カテゴリ 件数 % 

1 保健衛生学（鍼灸、あんまマッサージ指圧、理学療法、作業療法など） 75 75.0 

2 看護学・助産学 9 9.0 

3 医学・歯学・薬学 13 13.0 

4 情報科学（データサイエンス、情報学、コンピュータ、プログラミングなど） 8 8.0 

5 工学（コンピュータ工学、機械工学、電気電子工学、建築学など） 8 8.0 

6 理学（数学、物理学、化学、生物学など） 4 4.0 

7 人文科学（文学、史学、哲学、心理学、外国語など） 14 14.0 

8 教員養成系・教育学（教育学、保育士、学校教員養成など） 12 12.0 

9 社会科学（経済学、経営学、社会学、法学、政治学など） 17 17.0 

10 家政学（生活科学、食物学、住居学、被服学など） 5 5.0 

11 農・水産学（農学、水産学、林学、酪農・畜産学など） 4 4.0 

12 芸術学（音楽、美術、芸術など） 9 9.0 

13 体育学（スポーツ、健康科学など） 31 31.0 

14 その他 7 7.0 
 

不明 0 0.0 
 

N （％ﾍﾞｰｽ） 100 100 

※複数回答により合計は 100％にならない 

  

－学生確保(資料)－62－
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75.0

9.0

13.0

8.0

8.0

4.0

14.0

12.0

17.0

5.0

4.0

9.0

31.0

7.0

保健衛生学（鍼灸、あんまマッサージ指圧、理学療法、作業療法など）

(n=75)

看護学・助産学(n=9)

医学・歯学・薬学(n=13)

情報科学（データサイエンス、情報学、コンピュータ、プログラミング

など）(n=8)

工学（コンピュータ工学、機械工学、電気電子工学、建築学など）(n=8)

理学（数学、物理学、化学、生物学など）(n=4)

人文科学（文学、史学、哲学、心理学、外国語など）(n=14)

教員養成系・教育学（教育学、保育士、学校教員養成など）(n=12)

社会科学（経済学、経営学、社会学、法学、政治学など）(n=17)

家政学（生活科学、食物学、住居学、被服学など）(n=5)

農・水産学（農学、水産学、林学、酪農・畜産学など）(n=4)

芸術学（音楽、美術、芸術など）(n=9)

体育学（スポーツ、健康科学など）(n=31)

その他(n=7)

不明(n=0)

問５ 興味のある学問系統（複数回答）

N = 100

－学生確保(資料)－63－
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問６ あなたは仙台赤門短期大学「鍼灸手技療法学科」への受験を希望しますか。 

次の中から１つだけ選んでください。 

鍼灸手技療法学科への受験意向を尋ねたところ、「第一志望として受験する」が35人

（35.0％）、「第二志望として受験する」が12人（12.0％）、「第三志望以降として受験す

る」が14人（14.0％）の結果であった。 

 

№ カテゴリ 件数 % 

1 第一志望として受験する 35 35.0 

2 第二志望として受験する 12 12.0 

3 第三志望以降として受験する 14 14.0 

4 受験を希望しない 39 39.0 
 

不明 0 0.0 
 

N （％ﾍﾞｰｽ） 100 100 

 

 

  

35.0

12.0

14.0

39.0

第一志望として受験する(n=35)

第二志望として受験する(n=12)

第三志望以降として受験する(n=14)

受験を希望しない(n=39)

不明(n=0)

問６ 仙台赤門短期大学「鍼灸手技療法学科」への受験

N = 100

－学生確保(資料)－64－
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（問 7 は、問 6 で「1 第一志望として受験する」、「2 第二志望として受験する」、「3 第三志望以降として受

験する」のいずれかの回答者（61 人）に対する設問。 

 

問７ あなたは仙台赤門短期大学「鍼灸手技療法学科」に受験して合格した場合、入学を希望し

ますか。次の中から１つだけ選んでください。 

 

 「入学を希望する」が 38人（62.3％）、「志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に

入学を希望する」が 23人（37.7％）の結果であった。 

 

№ カテゴリ 件数 % 

1 入学を希望する 38 62.3 

2 志望順位が上位の他の志望校が不合格

の場合に入学を希望する 

23 37.7 

3 入学を希望しない 0 0.0 
 

不明 0 0.0 
 

N （％ﾍﾞｰｽ） 61 100 

 

 

 

 

62.3

37.7

入学を希望する(n=38)

志望順位が上位の他の志望校が不合格の場合に入学を希望する

(n=23)

入学を希望しない(n=0)

不明(n=0)

問７ 仙台赤門短期大学「鍼灸手技療法学科」合格の際の入学

N = 61

－学生確保(資料)－65－
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〇 クロス集計表 

 今回のアンケート調査では、学生の確保の見通しの審査の厳格化に伴い、慎重な分析が求められる

ところ、問 4（進路志望）において、本学の設置形態である「1 私立短期大学」を選択した回答者に

限定し、さらに問 5（興味のある学問系統）において、鍼灸手技療法学科の学問分野である「1 保健

衛生学（鍼灸、あんまマッサージ指圧、理学療法、作業療法など）」を選択した回答者に限定したう

えで、問 6（受験希望）と問 7（入学希望）のクロス集計を行った。 

 クロス集計の結果、条件を満たす入学希望者は、42名となり、以下の内訳となった。 

（ 問 4 進路志望×問 5 興味のある学問系統×問 6 受験希望×問 7 合格した際の入学希望 ） 

上段:人 

下段:％ 

1 

第一志望として

受験する 

2 

第二志望として

受験する 

3 

第三志望以降と

して受験する 

合計 

1 入学を希望する 
26 2 2 30 

86.7 6.7 6.7 100.0 

2 志望順位が上位の他の志望校が

不合格の場合に入学を希望する 

- 7 5 12 

- 58.3 41.7 100.0 

3 入学を希望しない 
- - - - 

- - - - 

全体 
26 9 7 42 

61.9 21.4 16.7 100.0 

 

 入学希望者 42名の中には、高校 2年生と社会人の回答が含まれる。社会人の動向を把握すべく、問 3

で「社会人」を選択した回答者に限定して結果を抽出したところ、17 名となり以下の内訳となった。17

名のうち、16 名が問 6 で「1 第一志望として受験する」を選択し、問 7 で「1 入学を希望する」の回答

結果であった。 

上段:人 

下段:％ 

1 

第一志望として

受験する 

2 

第二志望として

受験する 

3 

第三志望以降と

して受験する 

合計 

1 入学を希望する 
16 - - 16 

100.0 - - 100.0 

2 志望順位が上位の他の志望校が

不合格の場合に入学を希望する 

- 1 - 1 

- 100.0 - 100.0 

3 入学を希望しない 
- - - - 

- - - - 

全体 
16 1 - 17 

94.1 5.9 - 100.0 

－学生確保(資料)－66－
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＜アンケート調査票・リーフレット＞ 
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＜アンケート調査概要＞ 

１. アンケート調査の目的 

本調査は、仙台赤門短期大学において、令和 7 年 4 月に開設予定の鍼灸手技療法学科（仮称）に

ついて、事業所の採用意向を把握することを目的とする。 

 

２. 調査対象 

鍼灸手技療法学科（仮称）の養成人材像を鑑み、また、過去 3 年間に既設の仙台赤門医療専門学

校の卒業生に向けて求人票が寄せられた、採用意向の高いと思われる事業所を選定した。 

その結果、対象地域は宮城県・山形県・福島県・青森県・岩手県・秋田県・北海道・栃木県・群

馬県・埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県・新潟県・愛知県・京都府・大阪府・兵庫県・熊本県・

鹿児島県に立地する事業所となり、郵送アンケート調査を行った。 

 

３. 調査実施 

令和 5 年 11 月～令和 5 年 12 月に調査を実施した。 

 

４. 調査方法 

郵送によるアンケート調査票の配布、回収及び集計、分析作業を一般財団法人日本開発構想研

究所が行った。 

 

５. 回収状況 

回収数：133 件 

回収率：34.1％（回収数 133 件／依頼数 389 件） 

回収日 回収数 回収日 回収数 回収日 回収数 回収日 回収数 

11.16 3 11.22 6 11.29 1 12.5 1 

11.17 16 11.24 6 11.30 4 12.6 1 

11.20 38 11.27 22 12.1 2 12.7 2 

11.21 18 11.28 11 12.4 1 12.12 1 

計 133 

（回収表は P.4～P.8 を参照）  
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＜アンケート調査結果要旨＞ 

【 問１：事業所所在地 】 

 回答事業所の所在地について、「東京都」が 33 件（24.8％）と最も多かった。次いで、「宮城県」

が 26 件（19.5％）、「神奈川県」が 9 件（6.8％）、「大阪府」が 8 件（6.0％）の順に続いている。 

 

【 問 2：主な種別 】 

 回答事業所の種別について、「治療院」（接骨院、鍼灸整骨院、鍼灸治療院、指圧院等）が 90 件

（67.7％）と最も多く、次いで、「訪問鍼灸マッサージ分野関連施設」が 22 件（16.5％）、「介護福

祉分野関連施設」が 13 件（9.8％）の順に続いている。 

 

【 問 3：過去 3か年の正社員の平均採用数 】 

 回答事業所の過去３か年の平均的な正社員数の採用実績について、入力された値をもとに傾向を

把握した。「1 人」、「2 人」、「3 人」が最も多く 21 件、「0 人」が 20 件、「5 人」が 10 件、「10 人」

が 6 件の結果となった。 

 

【 問 4：今後の採用方針について 】 

 回答事業所の今後の採用方針について、次の結果が示された。「毎年、安定的に採用していくと

思う。」が 74 件（55.6％）、「ある程度、安定的に採用していくと思う。」が 26 件（19.5％）、「増員

が必要になったときに、採用を考える。」が 21 件（15.8％）となった。 

 

【 問 5：鍼灸手技療法学科の社会的必要性 】 

 鍼灸手技療法学科の「養成する人材像」やリーフレットの内容を参照した上で、鍼灸手技療法

学科の社会的必要性について尋ねる本設問では、「社会的必要性が高い分野である」と回答した事

業所は、112 事業所（84.2％）で、「一応、社会的必要性を感じる」と回答した事業所は 17 事業

所（12.8％）であった。 

 

【 問 6：鍼灸手技療法学科の卒業生の採用意向 】 

 回答事業所に対し、設置構想中の鍼灸手技療法学科の卒業生に対する現時点の採用意向について

確認した。「採用したい」が 99 件（74.4％）、「採用を検討したい」が 26 件（19.5％）であった。 
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（問 7は、問 6で「1 採用したい」、「2 採用を検討したい」を回答した 125事業所に対する設問。 

【 問 7：卒業生の採用希望人数 】 

回答事業所の採用希望人数について、それぞれの選択肢ごとの採用想定人数を計算し、総数を算

出すると、370 人となる。これは、入学定員 50 人の 7.4 倍に相当し、入学定員を大きく上回る採用

意向を確認できる結果となった。 

 

① 1～4 人までの採用希望を選択した事業所 

カテゴリ 件数 %  1年間あたりの採用想定人数 

1人 40 32.0  1人×40事業所＝40人 

2人 36 28.8  2人×36事業所＝72人 

3人 22 17.6  3人×22事業所＝66人 

4人 4 3.2  4人×4事業所＝16人 

5人以上（具体的に 人） 21 16.8   

不明 2 1.6   

N （％ﾍﾞｰｽ） 125 100  計 194人 

 

②5 人以上の採用希望を選択した事業所 

回答 件数  1年間あたりの採用想定人数 

5 人 9  5人×9事業所＝45人 

5～10 2  5人×2事業所＝10人 

6 人 1  6人×1事業所＝6人 

10 人 5  10人×5事業所＝50人 

15～20 人 1  15人×1事業所＝15人 

50 人 1  50人×1事業所＝50人 

数に制限なく採用できるだけ 1  計 176人 

何人でも 1   
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＜アンケート回収表＞ 
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回 収 表 

 

回収日 CODE 都道府県 事業所名 

11.27 SA001 北海道 フレアス在宅マッサージ札幌北区施術所 

11.22 SA006 秋田県 訪問マッサージ TEATE 

11.20 SA008 秋田県 コンパスウォーク湯沢 

12.4 SA009 秋田県 有限会社 729 にこにこ整骨院グループ 

11.20 SA010 秋田県 コンパスウォーク神代 

11.20 SA011 秋田県 訪問マッサージ大館ステーション 

11.21 SA012 岩手県 かっぱ仙北町はり・きゅう・整骨院 

11.21 SA018 岩手県 みらい接骨院 

11.27 SA022 青森県 （株）ムテキ 

11.20 SA028 北海道 まごころベルサービス 

11.21 SA029 北海道 治療院 ふれあい 

11.20 SA035 北海道 伊藤はり・マッサージサロン 

11.27 SA036 北海道 キャスポットひなた 

11.22 SA039 北海道 北療センター札幌本院 

11.22 SA040 北海道 在宅ケア北療センター 

11.20 SA042 北海道 からだ元気治療院事業部 

12.1 SA046 東京都 あさひ整骨院 日本橋浜町院 

11.20 SA047 東京都 （株）シー・エム・シー 

11.17 SA049 東京都 （株）天使のたまご 

11.27 SA055 東京都 トップソルブ（株） 

11.17 SA056 東京都 KEIROW 事業部 

11.29 SA060 東京都 (株)F.C.C 

11.21 SA064 東京都 （株）GBS メディカル 

11.20 SA071 東京都 （株）HS コーポレーション 

11.21 SA072 東京都 株式会社 BESTメディカル 

11.17 SA076 東京都 （株）ジャスティス 

11.17 SA077 東京都 （株）SAMONA（サモーナ） 

11.27 SA080 東京都 ムーバクション株式会社 

11.27 SA081 東京都 ReCORE 鍼灸接骨院グループ 

11.27 SA082 東京都 iCureテクノロジー(株) 

11.16 SA083 東京都 ReBody Craft（株）TRIGGER鍼灸院 

11.22 SA085 東京都 イルカ整骨院グループ 

11.20 SA088 東京都 ぷらす整骨院グループ 

11.17 SA090 東京都 「足湯」のある鍼灸接骨おんたけ 

11.27 SA094 東京都 (株)ブライトスターズ 

11.20 SA096 東京都 東洋医学 伝統鍼灸 清明院 

11.20 SA097 東京都 (株)フレアス 

11.17 SA098 東京都 (株)リラックス 

11.30 SA102 東京都 池尻三宿鍼灸整骨院 

12.6 SA104 東京都 （株）オンアンドオン 

11.27 SA107 東京都 （株）リーフ 

12.7 SA109 東京都 二子玉川鍼灸院 

11.17 SA112 東京都 （株）孫の手倶楽部 

12.7 SA115 東京都 （株） ヒノデメディカル 
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回収日 CODE 都道府県 事業所名 

11.28 SA122 東京都 太子堂鍼灸接骨院 

11.17 SA125 東京都 （医法）光が丘整形外科 

11.24 SA127 東京都 (有)ヒーリングスポット 

11.24 SA128 東京都 国領駅前整骨院グループ 

11.28 SA137 東京都 てあて在宅マッサージ 昭島 

11.28 SA138 東京都 あけぼの針灸接骨院 

11.20 SA140 東京都 春風堂接骨院 

11.21 SA144 神奈川県 (株)メディカルアーツ 

12.12 SA149 神奈川県 土井治療院 

11.27 SA150 神奈川県 （株）M.SLASHホールディングス 

11.21 SA151 神奈川県 からだラボ整骨院 

11.16 SA155 神奈川県 鍼灸整骨院ひまわり 

11.28 SA158 神奈川県 株式会社 あおば 

11.20 SA160 神奈川県 株式会社 ほねごり 

11.20 SA162 神奈川県 まほろば接骨院 

11.27 SA166 千葉県 セドナ整骨院・鍼灸院 

11.24 SA172 千葉県 (株)クラシオン 

11.24 SA174 千葉県 (株)エバーグリーン 

11.21 SA182 栃木県 はせがわ整形外科クリニック 

11.24 SA183 栃木県 きむら鍼灸 

11.27 SA186 栃木県 （株）KS TSUNAGI 

11.21 SA192 埼玉県 むさし鍼灸整骨院 

11.20 SA194 埼玉県 はっとりはりきゅう接骨院 

11.27 SA200 埼玉県 みんなの鍼灸整骨院 

11.20 SA203 埼玉県 ゆりのき鍼灸整骨院 

12.5 SA207 埼玉県 デイサービスつばめさかえ 

11.17 SA211 埼玉県 KARADA カンパニー もみの木接骨院 

11.27 SA215 群馬県 げんき堂鍼灸整骨院 

11.27 SA216 群馬県 かわうちはり灸整骨院 

11.17 SA218 愛知県 エミシア鍼灸接骨院 

11.27 SA220 愛知県 栄光接骨院 

11.21 SA227 愛知県 すずらん鍼灸接骨院グループ 

11.20 SA234 愛知県 （株）ハートメディカル 

11.21 SA235 大阪府 小林整骨院グループ 

11.27 SA236 大阪府 さつき鍼灸治療院 

11.16 SA237 大阪府 株式会社 いろは 

11.20 SA240 大阪府 みらい鍼灸整骨院グループ 

11.20 SA241 大阪府 JOIN鍼灸整骨院 

11.20 SA243 大阪府 (有)トータルケアまえいけ あさひ整骨院 

12.1 SA245 大阪府 （株）わだちグループ 

11.22 SA246 大阪府 タチリュウ鍼灸院・整骨院 

11.20 SA248 大阪府 ループクエスト VIVA鍼灸整骨院グループ 

11.20 SA250 京都府 こじま治療院 

11.30 SA254 京都府 （株）按幸堂 

11.27 SA255 兵庫県 （株）Rieden からだ接骨院グループ 

11.17 SA256 兵庫県 HPSマッサージ 
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回収日 CODE 都道府県 事業所名 

11.20 SA261 兵庫県 こころ整骨院 

11.28 SA268 熊本県 甲斐整骨院 

11.21 SA269 鹿児島県 Dr.stretch 

11.17 SA271 新潟県 えちご上越ステーション 

11.20 SA274 新潟県 (株)はあとふるあたご 

11.21 SA276 福島県 天家接骨院・天家デイサービス 

11.20 SA277 福島県 だて緑風園 

11.20 SA278 福島県 ももの花整骨院 

11.20 SA281 福島県 (有)福島ウェルフェアサービス 

11.17 SA289 福島県 conon接骨院鍼灸院 

11.30 SA291 福島県 ごとう整骨・はり灸院 

11.20 SA292 福島県 からだ元気治療院いわき 

11.20 SA293 福島県 すずらん治療院 

11.17 SA299 宮城県 特別養護老人ホーム スターレイクセンダイ 

11.21 SA303 宮城県 ささき鍼灸整骨院 

11.21 SA305 宮城県 （株）ここみケア HALicht 

11.21 SA306 宮城県 仙台あおば整骨院 

11.20 SA312 宮城県 やもと整骨院 

11.20 SA313 宮城県 昭和整骨院 

11.27 SA318 宮城県 デイサービスきたえるーむ仙台向陽台 

11.20 SA321 宮城県 ほねくま接骨院・はりきゅう院 

11.21 SA327 宮城県 フレアス在宅マッサージ泉施術所 

11.28 SA328 宮城県 創生会 

11.22 SA333 宮城県 おおひら接骨院・通所介護リハビリセンターおおひら 

11.24 SA339 宮城県 えびす鍼灸整骨院 

11.20 SA341 宮城県 GENKI NEXT 仙台泉崎 

11.27 SA342 宮城県 堀川整骨院グループ 

11.27 SA345 宮城県 まごころベルサービス 

11.30 SA348 宮城県 仙台原町鍼灸整骨院 

11.17 SA349 宮城県 五輪整骨院 

11.28 SA351 宮城県 （株）フレアス 仙台事業所 

11.17 SA352 宮城県 メディケアライフ(株) 

11.28 SA354 宮城県 フレアス在宅マッサージ若林区施術所 

11.28 SA364 宮城県 小金沢はり灸整骨院 

11.28 SA371 宮城県 島脇はりきゅう接骨院 

11.20 SA374 宮城県 株式会社悠司 

11.20 SA375 宮城県 株式会社敬愛 

11.20 SA376 宮城県 社会福祉法人大石ヶ原会 

11.20 SA380 山形県 もりや接骨院 鍼灸治療院 

11.20 SA382 山形県 原田鍼灸接骨院 

11.21 SA383 山形県 うぃずグループ 

11.27 SA384 山形県 しさい接骨院 

11.28 SA388 山形県 こまつ鍼灸接骨院 
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都道府県別回収状況 

事業所所在地 回収票数  事業所所在地 回収票数 

宮城県 25  千葉県 3 

山形県 5  東京都 35 

福島県 8  神奈川県 8 

青森県 1  新潟県 2 

岩手県 2  愛知県 4 

秋田県 5  京都府 2 

北海道 8  大阪府 9 

栃木県 3  兵庫県 3 

群馬県 2  熊本県 1 

埼玉県 6  鹿児島県 1 

   計 133 
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仙台赤門短期大学鍼灸手技療法学科（仮称）の設置に関する 

採用意向アンケート集計結果 

〔有効回答票：133票〕 
※ 「 ％ 」 は い ず れ も 小 数 点 第 二 位 を 四 捨 五 入 

 

問１ 貴社の所在地についてお伺いします。次の中から１つだけ選んでください。 

 回答事業所の所在地について、「東京都」が 33 件（24.8％）と最も多かった。次いで、「宮城県」

が 26 件（19.5％）、「神奈川県」が 9 件（6.8％）、「大阪府」が 8 件（6.0％）の順に続いている。 

 

№ カテゴリ 件数 % 

1 東京都 33 24.8 

2 宮城県 26 19.5 

3 神奈川県 9 6.8 

4 大阪府 8 6.0 

5 愛知県 4 3.0 

6 埼玉県 6 4.5 

7 千葉県 4 3.0 

8 北海道 8 6.0 

9 福島県 8 6.0 

10 秋田県 5 3.8 

11 山形県 5 3.8 

12 京都府 2 1.5 

13 栃木県 3 2.3 

14 岩手県 3 2.3 

15 青森県 1 0.8 

16 兵庫県 2 1.5 

17 福岡県 0 0.0 

18 群馬県 1 0.8 

19 熊本県 1 0.8 

20 新潟県 2 1.5 

21 山梨県 0 0.0 

22 鹿児島県 1 0.8 

23 その他 1 0.8 

  不明 0 0.0 

  N （％ﾍﾞｰｽ） 133 100 
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千葉県(n=4)

北海道(n=8)

福島県(n=8)

秋田県(n=5)

山形県(n=5)

京都府(n=2)

栃木県(n=3)

岩手県(n=3)

青森県(n=1)

兵庫県(n=2)

福岡県(n=0)

群馬県(n=1)

熊本県(n=1)

新潟県(n=2)

山梨県(n=0)

鹿児島県(n=1)

その他(n=1)

不明(n=0)

問1 貴事業所・施設の所在地

N = 133

－学生確保(資料)－83－
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問２ 貴事業所・施設の種別についてお伺いします。次の中から１つだけ選んでください。 

 回答事業所の種別について、「治療院」（接骨院、鍼灸整骨院、鍼灸治療院、指圧院等）が 90 件

（67.7％）と最も多く、次いで、「訪問鍼灸マッサージ分野関連施設」が 22 件（16.5％）、「介護福

祉分野関連施設」が 13 件（9.8％）の順に続いている。 

 

№ カテゴリ 件数 % 

1 治療院（接骨院、鍼灸整骨院、鍼灸治療院、指圧院等） 90 67.7 

2 スポーツ分野関連施設 1 0.8 

3 美容分野関連施設（エステ含む） 3 2.3 

4 病院・医院 2 1.5 

5 介護福祉分野関連施設 13 9.8 

6 訪問鍼灸マッサージ分野関連施設 22 16.5 

7 その他 2 1.5 

  不明 0 0.0 

  N （％ﾍﾞｰｽ） 133 100 

 

 

  

67.7

0.8

2.3

1.5

9.8

16.5

1.5

治療院（接骨院、鍼灸整骨院、鍼灸治療院、指圧院等）

(n=90)

スポーツ分野関連施設(n=1)

美容分野関連施設（エステ含む）(n=3)

病院・医院(n=2)

介護福祉分野関連施設(n=13)

訪問鍼灸マッサージ分野関連施設(n=22)

その他(n=2)

不明(n=0)

問2 貴事業所・施設の種別

N = 133

－学生確保(資料)－84－
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問３ 貴事業所・施設において、過去３か年に採用されたあん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅ

う師の平均的な人数はどのくらいですか。人数を回答欄に直接ご記入ください。 

 回答事業所の過去３か年の平均的な正社員数の採用実績について、入力された値をもとに傾向を

把握した。「1 人」、「2 人」、「3 人」が最も多く 21 件、「0 人」が 20 件、「5 人」が 10 件、「10 人」

が 6 件の結果となった。 

 

回答 件数 

0 人 20 

0.3 人 1 

0.5 人 1 

1 人 21 

1～2 人 1 

1.5 人 1 

1.7 人 1 

2 人 21 

2～3 人 1 

3 人 21 

4 人 5 

5 人 10 

6 人 2 

6～8 人 1 

7 人 2 

10 人 6 

11 人 1 

12 人 1 

15 人 3 

16 人 1 

20 人 2 

21 人 1 

25 人 1 

30 人 3 

40 人 1 

50 人 1 

100 人 2 

380 人 1 

  

－学生確保(資料)－85－
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問４ 今後の貴事業所・施設のあん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師の採用方針について、

どのようにお考えですか。次の中から１つだけ選んでください。 

 回答事業所の今後の採用方針について、次の結果が示された。「毎年、安定的に採用していくと

思う。」が 74 件（55.6％）、「ある程度、安定的に採用していくと思う。」が 26 件（19.5％）、「増員

が必要になったときに、採用を考える。」が 21 件（15.8％）となった。 

 

№ カテゴリ 件数 % 

1 毎年、安定的に採用していくと思う。 74 55.6 

2 ある程度、安定的に採用していくと思う。 26 19.5 

3 増員が必要になったときに、採用を考える。 21 15.8 

4 欠員が出た場合に、採用を考える。 8 6.0 

5 当面、採用は行わないと思う。 4 3.0 

  不明 0 0.0 

  N （％ﾍﾞｰｽ） 133 100 

 

 

  

55.6

19.5

15.8

6.0

3.0

毎年、安定的に採用していくと思う。(n=74)

ある程度、安定的に採用していくと思う。(n=26)

増員が必要になったときに、採用を考える。

(n=21)

欠員が出た場合に、採用を考える。(n=8)

当面、採用は行わないと思う。(n=4)

不明(n=0)

問4 あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師の採用方針についての考え

N = 133

－学生確保(資料)－86－
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問５ 仙台赤門短期大学が設置を計画している「鍼灸手技療法学科」の社会的必要性について、ど

のようにお考えになりますか。次の中から１つだけ選んでください。 

 鍼灸手技療法学科の「養成する人材像」やリーフレットの内容を参照した上で、鍼灸手技療法

学科の社会的必要性について尋ねる本設問では、「社会的必要性が高い分野である」と回答した事

業所は、112 事業所（84.2％）で、「一応、社会的必要性を感じる」と回答した事業所は 17 事業

所（12.8％）であった。 

 

№ カテゴリ 件数 % 

1 社会的必要性が高い分野である 112 84.2 

2 一応、社会的必要性を感じる 17 12.8 

3 あまり必要性を感じない 1 0.8 

4 必要性はない 0 0.0 

5 わからない 3 2.3 

  不明 0 0.0 

  N （％ﾍﾞｰｽ） 133 100 

 

 

  

84.2

12.8

0.8

2.3

社会的必要性が高い分野である(n=112)

一応、社会的必要性を感じる(n=17)

あまり必要性を感じない(n=1)

必要性はない(n=0)

わからない(n=3)

不明(n=0)

問5 「鍼灸手技療法学科」の社会的必要性についての考え

N = 133

－学生確保(資料)－87－
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問６ 貴事業所・施設では仙台赤門短期大学「鍼灸手技療法学科」の卒業生の採用を考えますか。

次の中から１つだけ選んでください。現時点でのご回答者様ご自身のお考えに最も近いものをご

回答ください。 

 回答事業所に対し、設置構想中の鍼灸手技療法学科の卒業生に対する現時点の採用意向につい

て確認した。「採用したい」が 99 件（74.4％）、「採用を検討したい」が 26 件（19.5％）であっ

た。 

 

№ カテゴリ 件数 % 

1 採用したい 99 74.4 

2 採用を検討したい 26 19.5 

3 採用は考えない 8 6.0 

  不明 0 0.0 

  N （％ﾍﾞｰｽ） 133 100 

 

 

 

  

74.4

19.5

6.0

採用したい(n=99)

採用を検討したい(n=26)

採用は考えない(n=8)

不明(n=0)

問6 仙台赤門短期大学「鍼灸手技療法学科」の卒業生の採用

N = 133

－学生確保(資料)－88－
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（問 7 は、問 6 で「1 採用したい」、「2 採用を検討したい」を回答した 125 事業所に対する設問。 

問７ 問６で「１ 採用したい」「２ 採用を検討したい」のいずれかを選んだ方にお尋ねします。 

貴事業所・施設では仙台赤門短期大学「鍼灸手技療法学科」の卒業生を、毎年何人程度採用したい

と考えますか。次の中から１つだけ選んでください。 

※ この回答は実際の採用人数をお約束いただくものではありません。 

回答事業所の採用希望人数について、それぞれの選択肢ごとの採用想定人数を計算し、総数を算

出すると、370 人となる。これは、入学定員 50 人の 7.4 倍に相当し、入学定員を大きく上回る採用

意向を確認できる結果となった。 

 

① 1～4 人までの採用希望を選択した事業所 

カテゴリ 件数 %  1年間あたりの採用想定人数 

1人 40 32.0  1人×40事業所＝40人 

2人 36 28.8  2人×36事業所＝72人 

3人 22 17.6  3人×22事業所＝66人 

4人 4 3.2  4人×4事業所＝16人 

5人以上（具体的に 人） 21 16.8   

不明 2 1.6   

N （％ﾍﾞｰｽ） 125 100  計 194人 

 

②5 人以上の採用希望を選択した事業所 

回答 件数  1年間あたりの採用想定人数 

5 人 9  5人×9事業所＝45人 

5～10 2  5人×2事業所＝10人 

6 人 1  6人×1事業所＝6人 

10 人 5  10人×5事業所＝50人 

15～20 人 1  15人×1事業所＝15人 

50 人 1  50人×1事業所＝50人 

数に制限なく採用できるだけ 1  計 176人 

何人でも 1   

 

 

－学生確保(資料)－89－
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32.0

28.8

17.6

3.2

16.8

1.6

1人(n=40)

2人(n=36)

3人(n=22)

4人(n=4)

5人以上（具体的に 人）(n=21)

不明(n=2)

問7 問6で「1採用したい」、「2採用を検討したい」のいずれかを選んだ方、仙台

赤門短期大学「鍼灸手技療法学科」の卒業生を毎年何人程度採用したいか

N = 125

－学生確保(資料)－90－
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問８ 仙台赤門短期大学「鍼灸手技療法学科」の設置にあたって、ご意見・ご要望がありました

らお聞かせください。 

 

回 答 

鍼灸手技療法学科を卒業される先生を迎えて一緒に働けることを楽しみにしています。1

日でも早く、一日でも長くご利用者様を笑顔にする。 

秋田で活躍して下さる先生が増えてくれることを願っております。 

秋田県では鍼灸師はあまり必要とされていないと感じます。私も資格ありますが、柔整＞

あんま＞鍼灸の順で利用するためです。 

今後はぜひ貴校より採用をお願いしたい所存です。あはき業界の人手不足の昨今、貴校の

役割について期待しております。今後とも引き続きよろしくお願い致します。弊社の名称

は「訪問鍼灸マッサージ KEIROW 大館ステーション」と申します。訂正いただければ幸い

です。 

ぜひ卒業生は地方の技術の継承にもお力を貸していただきたいです。 

岩手県宮古市にあります「みらい接骨院」です。私達は、西洋と東洋のコラボを行い、西

洋は薬局、東洋は接骨院にて、マッサージ、鍼灸治療をメインに行っております。3 つの

資格を持つ学生を探しておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

北海道函館市では、晴眼のあはき師が少ないです。ぜひ採用をすすめてゆきたいです。 

北海道に帰ってくる方、興味のある方に是非きてほしいです。技術を学べると思います。

HP 参照。将来開業をめざしてくる方も多いです。社保完備。 

新しい科についてのアンケートを送っていただきありがとうございます。当院は北海道の

ため、あん摩マッサージを持っている方がとてもすくないので「鍼灸手技療法学科」は現

場での実践力も高められ、とても興味のある科です。ぜひ、北海道でも広めるためにもパ

ンフレットなどございましたら、当院に置かせていただきたいので送っていただけると幸

いです。お手数ですが、宜しくお願い致します。 

地域医療において鍼灸マッサージの必要性が急速に高まっており、人材不足を強く感じて

います。一年でも早く開設されることを強く望んでいます。 

教育が素晴らしいとお話を伺っております。今後ともよろしくお願い致します。 

お世話になっております。是非、鍼灸師の方と一緒に働かせていただけるようになったら

嬉しい限りです。今後とも何卒よろしくお願いいたします。 

業界の更なる発展につながればと思っております。 

利用者ニーズは増え続けているので、できる限りの採用をしたい。フランチャイズで全国

展開しているので、様々な地域で働くことが可能です。（KEIROW というチェーン名称） 

東洋医学の地位向上のため、責任感ある学生を社会に送り出していただきたい。 

新たな学科の開設を心よりお祝い申し上げます。貴校の貴重な取り組みが、学問の領域を

より深化させ、多くの方々に知識の可能性を広げることと信じております。今後とも何卒

よろしくお願い申し上げます。 

仙台赤門医療専門学校様とは別に新たに開設されるのでしょうか。住所が同一だったので

少々混乱しております。 

弊社でも活躍出来る様々な業態がありますので、今後とも何卒よろしくお願い致します。 

採用はマッチングする学生がいれば積極的に採用していきたい。 

授業の中で実技を交えながら社会人としての心得などの講義をさせて頂きたいです。（大

学、専門学校で実施中）開校されましたら、ご挨拶にお伺いさせて頂ければと思います。

宜しくお願い致します。 

これからよろしくお願いいたします。 

－学生確保(資料)－91－
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回 答 

東洋医学の価値向上に貢献出来る学科なのではないかと感じました。実技の時間が増える

と、就職したあとに教育もスムーズに進むと思います。 

鍼灸手技療法学科の新設により、多くの優秀な人材が育成されると業界のレベルが上が

り、業界全体の盛り上がりにつながっていくと思います。期待しておりますし、何かしら

のご支援もさせていただけたらと思います。 

弊社、リラクゼーションの店をチェーン展開しておりますが、単なるもみほぐしではなく

技術、知識、接遇の力は一流を目指しております。御校の新学科設置に期待します。 

弊社代表の出身校ですので、協力できることがあればお手伝いさせて頂ければと思いま

す。 

開設された際には、ぜひ一度ご挨拶に伺えればと思っております。（株）リーフ水口 

国家試験合格の為の学校ではなく、臨床で使える人材を期待したいです。 

資格取得希望者が年々減少傾向にある中で、業界を盛り上げていくためにも新しい試みの

構想をうれしく思います。ぜひ実現をお願いいたします。 

今後社会的に手技療法の必要性は、益々高まっていくと思います。 

鍼灸のみではなく、鍼灸マッサージ師を採用したいと考えています。 

鍼灸、あんまマッサージの先生が、柔整の保険（例えば接骨院内で捻挫の治療）で、施術

にあたっていることが散目されます。柔整と鍼灸、あんまマッサージの仕事の区分け（保

険について）も、学生様に教育していただけたらと思います。 

頑張ってください。 

地域医療の発展に鍼灸という分野はかかせないものです。以前貴校の卒業生を採用してお

りましたが、働きが素晴らしく、とても好印象を持っております。在学生、卒業生の方で

千葉・関東の就業希望の学生様がいらっしゃいましたらお声かけ下さい。見学受け付けて

おります。 

業界にとってとても素晴らしい試みかと存じます。お力になれることがございましたらお

気軽にご連絡ください。 

専門学校との違い、目指している人物像など。 

治療院開業者は外部臨床実習の責任者などを対象とした説明会、もしくはあいさつの機会

があることを希望したいです。 

鍼灸師の可能性について、今後求められていくと感じているので、ぜひ頑張っていただき

たい。そして、弊社へ送ってほしい。 

「人は宝」だと考えているので、レベルの高い教育により、質の高い治療家が育ちます。

ぜひ鍼灸手技療法学科の設置が成功する事をお祈りしています。 

介護の業界こそ、これから必要となるものだと思います。すみなれた家でいつまでも元気

にくらす高齢者の方々に痛みというストレスをすこしでも緩和し、安心してもらえるもの

と考えます。卒業される皆様が、様々な分野でご活躍されますよう頑張ってください。 

専門学校や、鍼灸科が減ってしまっているのが現状かと思います。そんな中で新設という

のは正直驚きと期待でいっぱいです。ぜひたくさん志の高い医療人が増えるよう、力を注

いでいただけるとありがたいです。 

最近（直近 3～5 年）鍼灸師を 2～3 名採用しておりますが、「責任を伴う仕事」を嫌う傾

向が強いです。治療する概念を少しでも教えて下さると助かります。 

新しい学科の設置について、将来の施術者が増えることに大いに歓迎の気持ちで嬉しく存

じます。愛知県の遠く離れた治療院にも御校卒業生が就職して頂けること、また、就職ガ

イダンスに招いて頂けることを期待しております。今後とも宜しくお願い申し上げます。 

新学科が設置されましたら、ぜひ当社の企業説明を貴校の学生様に向けて一時間ほどさせ

ていただけますと幸いです。よろしくお願いいたします。 

鍼灸のみだけでなく、鍼灸あんま師が増えると社会的にも良いと感じています。 

－学生確保(資料)－92－
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回 答 

大阪で就職されたい、うちで働きたい方のサポートは全力でします。 

4 年制ではなく、3 年制というところに魅力を感じます。とても需要は高いと思います。弊

社マッチする学生様がいらっしゃいましたら是非とも宜しくお願い致します。 

ご案内をいただきありがとうございます。東京日本橋あさひ整骨院は分院になり、女性だ

けの運営です。仙台からは東京の院が近いのではと考えています。今後ともよろしくお願

いします。 

国家試験に合格する為の勉強も大切ですが、現場に出てから活躍していけるような学びが

必要かと思います。その為に現場で活躍している治療家からの授業や現場実習を通しての

学びがあれば良いかと思われます。 

ぜひ弊社の求人票をお送りさせて頂きたいと考えておりますので、学生様へご案内頂けま

すと幸いでございます。宜しくお願い致します。 

ぜひよろしくおねがいします。 

鍼灸手技療法学科の新設に際して大変な労力を必要としている状況かと思いますが、業界

の発展と国民の健康増進の為の大きな一歩かと思います。益々のご発展をお祈り致しま

す。 

多くの有能な施術者を育成下さい。 

これからの医療は、総合医療が大切と思われます。介護、医療そして美容と広がりが新た

な「鍼灸手技療法学科」の開設は希望します。 

高齢化社会が進むにあたり、社会的需要が高まる分野の職業であるから、貴校に優秀な人

材を育成していただき、当院で多くの施術家に活躍いただけることを望みます。 

人材派遣会社を通して採用となると給料の何倍もの手数料を支払い人材確保をしなければ

ならなく、派遣会社の「あざとい」手法で良き人材を確保出来ません。どうか生徒様への

指導をお願いしたく思います。私共の仕事は必要とされる望んでいる方々の少しでもの手

助けを行う事の喜びや感謝される事の励みが大切と思っております。どうぞ宜しくお願い

致します。 

現在の専門学校との違いがよくわからない。 

学生の皆様に将来の選択肢を与える目的として、合同企業説明会の実施を要望致します。 

鍼灸による気の流れを改善させる事も大切だが、骨格構造や、筋、筋膜の本来の柔軟性を

取り戻すこともトータルで学んで欲しい。理学療法の知識も取り入れて、手技で治せる治

療家を育成することが望ましい。 

欠員が出た場合に、採用がスムーズにできたら助かります。 

現在の仙台赤門医療専門学校との違いが良くわからない。 

介護施設の場合、機能訓練指導員としての少数職種となりますが、重要な役割となってい

ます。 

学生の合格率はどんなものなのでしょう。 

短大にするのは遅いぐらいである。伝統のある赤門が率先して業界を発展させるために

は、早期に四年制大学にして頂き大学院を設け研究施設を作り、伝統医学・統合療法の研

究を勧めエビデンスを確立して頂きたい。「あん摩マッサージ指圧」が大学になるのは日

本初なので、もっとアピールしていいのではないか。 

東洋医学を東北から全国に発信できる協力関係を築いていけたら大変嬉しく思います。 
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〇 事業所ごとの採用希望人数 

問 7 の回答をもとに、各事業所の採用希望人数の内訳を表に整理した。 

 

都道府県 CODE 事業所名 採用予定人数 

宮城県 SA303 ささき鍼灸整骨院 3 

宮城県 SA305 （株）ここみケア HALicht 1 

宮城県 SA306 仙台あおば整骨院 1 

宮城県 SA313 昭和整骨院 1 

宮城県 SA321 ほねくま接骨院・はりきゅう院 2 

宮城県 SA327 フレアス在宅マッサージ泉施術所 2 

宮城県 SA333 おおひら接骨院・通所介護リハビリセンターおおひら 2 

宮城県 SA339 えびす鍼灸整骨院 1 

宮城県 SA341 GENKI NEXT 仙台泉崎 1 

宮城県 SA342 堀川整骨院グループ 1 

宮城県 SA345 まごころベルサービス 2 

宮城県 SA348 仙台原町鍼灸整骨院 1 

宮城県 SA349 五輪整骨院 2 

宮城県 SA351 （株）フレアス 仙台事業所 1 

宮城県 SA354 フレアス在宅マッサージ若林区施術所 1 

宮城県 SA364 小金沢はり灸整骨院 2 

宮城県 SA371 島脇はりきゅう接骨院 1 

宮城県 SA374 株式会社悠司 1 

宮城県 SA375 株式会社敬愛 2 

山形県 SA380 もりや接骨院 鍼灸治療院 2 

山形県 SA382 原田鍼灸接骨院 1 

山形県 SA383 うぃずグループ 3 

山形県 SA384 しさい接骨院 1 

山形県 SA388 こまつ鍼灸接骨院 1 

福島県 SA276 天家接骨院・天家デイサービス 1 

福島県 SA277 だて緑風園 4 

福島県 SA278 ももの花整骨院 1 
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都道府県 CODE 事業所名 採用予定人数 

福島県 SA281 (有)福島ウェルフェアサービス 2 

福島県 SA289 conon接骨院鍼灸院 1 

福島県 SA291 ごとう整骨・はり灸院 不明 

福島県 SA292 からだ元気治療院いわき 何人でも 

福島県 SA293 すずらん治療院 2 

青森県 SA022 （株）ムテキ 1 

岩手県 SA012 かっぱ仙北町はり・きゅう・整骨院 1 

岩手県 SA018 みらい接骨院 2 

秋田県 SA006 訪問マッサージ TEATE 2 

秋田県 SA009 有限会社 729 にこにこ整骨院グループ 2 

秋田県 SA010 コンパスウォーク神代 1 

秋田県 SA011 訪問マッサージ大館ステーション 1 

北海道 SA001 フレアス在宅マッサージ札幌北区施術所 2 

北海道 SA028 まごころベルサービス 2 

北海道 SA029 治療院 ふれあい 1 

北海道 SA035 伊藤はり・マッサージサロン 2 

北海道 SA036 キャスポットひなた 1 

北海道 SA039 北療センター札幌本院 2 

北海道 SA040 在宅ケア北療センター 2 

北海道 SA042 からだ元気治療院事業部 2 

栃木県 SA182 はせがわ整形外科クリニック 1 

栃木県 SA183 きむら鍼灸 1 

栃木県 SA186 （株）KS TSUNAGI 3 

群馬県 SA215 げんき堂鍼灸整骨院 3 

群馬県 SA216 かわうちはり灸整骨院 2 

埼玉県 SA192 むさし鍼灸整骨院 2 

埼玉県 SA194 はっとりはりきゅう接骨院 3 

埼玉県 SA200 みんなの鍼灸整骨院 10 

埼玉県 SA203 ゆりのき鍼灸整骨院 1 
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都道府県 CODE 事業所名 採用予定人数 

埼玉県 SA207 デイサービスつばめさかえ 不明 

埼玉県 SA211 KARADAカンパニー もみの木接骨院 1 

千葉県 SA166 セドナ整骨院・鍼灸院 3 

千葉県 SA172 (株)クラシオン 5～10 

千葉県 SA174 (株)エバーグリーン 2 

東京都 SA046 あさひ整骨院 日本橋浜町院 3 

東京都 SA047 （株）シー・エム・シー 5 

東京都 SA049 （株）天使のたまご 1 

東京都 SA055 トップソルブ（株） 4 

東京都 SA056 KEIROW事業部 50 

東京都 SA060 (株)F.C.C 2 

東京都 SA064 （株）GBSメディカル 6 

東京都 SA071 （株）HSコーポレーション 2 

東京都 SA072 株式会社 BESTメディカル 3 

東京都 SA076 （株）ジャスティス 2 

東京都 SA077 （株）SAMONA（サモーナ） 1 

東京都 SA080 ムーバクション株式会社 3 

東京都 SA081 ReCORE鍼灸接骨院グループ 3 

東京都 SA082 iCureテクノロジー(株) 3 

東京都 SA083 ReBody Craft（株）TRIGGER鍼灸院 1 

東京都 SA085 イルカ整骨院グループ 15～20人以上 

東京都 SA088 ぷらす整骨院グループ 5 

東京都 SA090 「足湯」のある鍼灸接骨おんたけ 2 

東京都 SA094 (株)ブライトスターズ 1 

東京都 SA096 東洋医学 伝統鍼灸 清明院 2 

東京都 SA097 (株)フレアス 10 

東京都 SA098 (株)リラックス 3 

東京都 SA102 池尻三宿鍼灸整骨院 2 

東京都 SA104 （株）オンアンドオン 3 
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都道府県 CODE 事業所名 採用予定人数 

東京都 SA107 （株）リーフ 3 

東京都 SA109 二子玉川鍼灸院 3 

東京都 SA112 （株）孫の手倶楽部 数に制限なく採用できるだけ 

東京都 SA115 （株） ヒノデメディカル 3 

東京都 SA122 太子堂鍼灸接骨院 3 

東京都 SA127 (有)ヒーリングスポット 5 

東京都 SA128 国領駅前整骨院グループ 5 

東京都 SA137 てあて在宅マッサージ 昭島 3 

東京都 SA138 あけぼの針灸接骨院 1 

東京都 SA140 春風堂接骨院 3 

神奈川県 SA144 (株)メディカルアーツ 1 

神奈川県 SA149 土井治療院 1 

神奈川県 SA150 （株）M.SLASHホールディングス 1 

神奈川県 SA151 からだラボ整骨院 2 

神奈川県 SA155 鍼灸整骨院ひまわり 2 

神奈川県 SA158 株式会社 あおば 10 

神奈川県 SA160 株式会社 ほねごり 3 

神奈川県 SA162 まほろば接骨院 3 

新潟県 SA271 えちご上越ステーション 1 

新潟県 SA274 (株)はあとふるあたご 1 

愛知県 SA218 エミシア鍼灸接骨院 4 

愛知県 SA220 栄光接骨院 5 

愛知県 SA227 すずらん鍼灸接骨院グループ 10 

愛知県 SA234 （株）ハートメディカル 10 

京都府 SA250 こじま治療院 2 

京都府 SA254 （株）按幸堂 5 

大阪府 SA235 小林整骨院グループ 2 

大阪府 SA236 さつき鍼灸治療院 1 

大阪府 SA237 株式会社 いろは 1 
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都道府県 CODE 事業所名 採用予定人数 

大阪府 SA240 みらい鍼灸整骨院グループ 5 

大阪府 SA241 JOIN鍼灸整骨院 1 

大阪府 SA243 (有)トータルケアまえいけ あさひ整骨院 2 

大阪府 SA245 （株）わだちグループ 5 

大阪府 SA246 タチリュウ鍼灸院・整骨院 2 

大阪府 SA248 ループクエスト VIVA鍼灸整骨院グループ 5 

兵庫県 SA255 （株）Rieden からだ接骨院グループ 2 

兵庫県 SA256 HPSマッサージ 5～10 

兵庫県 SA261 こころ整骨院 4 

熊本県 SA268 甲斐整骨院 3 

鹿児島県 SA269 Dr.stretch 2 
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